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平
成
十
一
年
二
月
市
議
会
定

例
会
が
二
月
十
八
日
か
ら
三
月

九
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
ま

し
み
も

　
今
回
の
議
案
は
、
各
種
条
例

の
制
定
や
一
部
改
正
、
平
成
十

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
平

成
十
一
年
度
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
の
当

初
予
算
な
ど
計
二
十
七
件
で
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
市
議
会
開
会
日
の
二
月
十
八

日
、
川
井
市
長
が
表
明
し
た
平

成
十
一
年
度
の
施
政
方
針
は
次

の
と
お
り
で
す
。
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本
日
こ
こ
に
、
第
三
百
十
回
白
石
市
議
会
定
例
会
が
開

催
さ
れ
る
に
当
た
り
、
ご
審
議
い
た
だ
き
ま
す
諸
議
案
の

説
明
に
先
立
ち
、
平
成
十
一
年
度
の
市
政
運
営
に
対
す
る

基
本
方
針
に
つ
い
て
、
所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ
ま
す
。

　
　
市
民
総
参
画
に
よ
る

　
　
ま
ち
づ
く
り

　
さ
て
、
現
在
の
日
本
は
政
治
・
経
済
・
行
政
各
方
面
に

お
い
て
全
く
の
閉
塞
状
態
が
続
い
て
お
り
、
地
方
自
治
体

に
お
い
て
は
行
財
政
改
革
や
地
方
分
権
、
介
護
保
険
制
度

の
導
入
、
さ
ら
に
は
住
民
二
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
、
困
難

な
問
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
中
で
、
国
の
動
向
に
配
慮
し
た
慎
重
、
か
つ
適
正

な
行
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
る
こ
と
が
、
最
も
肝
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　
本
市
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
の
分
野
に
お
い
て
、
時

代
を
先
取
り
し
適
切
な
政
策
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
こ
の
こ
と
は
一
昨
年
、
地
方
自
治
法
施
行
五
十
周
年

を
記
念
し
て
、
優
良
自
治
体
と
し
て
自
治
大
臣
表
彰
を
受

け
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
さ
ら
に
市
民
の
声
を
行
政
に
反
映
さ
せ
て
い

く
た
め
に
、
一
昨
年
か
ら
開
催
し
て
お
り
ま
す
「
市
民
と

市
長
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と

も
に
、
公
立
刈
田
綜
合
病
院
の
移
転
新
築
に
関
し
て
市
民

の
皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
各
種
の
ご
意
見
、
ご
提
言

を
尊
重
し
、
「
市
民
総
参
画
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

「
福
祉
・
文
化
・
環
境
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
さ
ら
な

る
飛
躍
の
た
め
に
、
そ
し
て
、
市
政
発
展
の
た
め
に
全
力

　
　
　
ま
い
し
ん

投
球
で
遽
進
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
、
ま
ず
も
っ

て
表
明
い
た
し
ま
す
。

行
政
改
革
の
推
進

初
め
に
、
本
年
は
二
十
一
世
紀
に
向
け
た
新
た
な
ス
タ

ー
ト
の
年
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

▲講＝

目
指
し
、
行
政
改
革
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
十
二
年
四
月
か
ら
の
介
護
保
険
制
度
の
実
施
に
伴

う
事
務
事
業
の
見
直
し
を
図
る
と
と
も
に
、
組
織
機
構
の

改
革
を
行
っ
て
、
老
人
保
健
、
国
民
健
康
保
険
等
と
の
連

携
を
進
め
た
「
保
険
課
」
を
新
設
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
改
革
大
綱
の
実
施
予
定
項
目
に
基
づ
き
、

本
年
度
か
ら
行
政
区
長
制
度
が
廃
止
さ
れ
ま
す
が
、
各
自

治
会
と
の
連
絡
を
な
お
一
層
密
に
し
、
相
互
信
頼
を
構
築

す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
情
報
化
の
推
進

　
次
に
、
二
十
一
世
紀
の
社
会
の
中
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

大
き
な
キ
ー
を
握
る
の
が
、
地
域
情
報
化
で
あ
り
ま
す
。

　
本
市
の
情
報
化
及
び
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
文
化
は
、
昨
年

七
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
白
石
市
情
報
セ
ン
タ
ー
・
ア
テ

ネ
」
を
拠
点
施
設
と
し
て
、
現
在
そ
の
推
進
を
図
っ
て
お

り
ま
す
。

　
幸
い
に
、
本
市
の
「
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
」
は
、

自
治
省
の
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
の
第
一
弾
と
し
て
選

ば
れ
、
四
県
、
七
市
町
、
計
十
一
事
業
の
一
つ
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
ア
テ
ネ
の
運
営
充
実
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
は
、
将
来
の
医
療
分

野
、
特
に
刈
田
病
院
と
の
連
携
も
見
据
え
な
が
ら
、
現
在

稼
動
中
の
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
・
相
談
シ
ス
テ
ム
・
学
習

シ
ス
テ
ム
の
充
実
活
用
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
を
引
き

続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接
続
は
、
義
務
教
育
全
二
十

校
の
う
ち
十
年
度
ま
で
に
十
一
校
が
完
了
し
ま
し
た
の
で
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
配
置
三
力
年
計
画
最
終
年
度
に
当
た
る

今
年
度
で
未
接
続
校
す
べ
て
を
接
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
市
民
の
暮
ら
し
に

役
立
つ
内
容
づ
く
り
を
進
め
、
さ
ら
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
と
シ
ス
テ
ム
構
築
を
推
進
し
、
活
用
を
図
っ
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
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ま
た
、
防
災
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
で
あ
り
ま

す
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
契
機
と
し
て
、
宮
城
県
が

昨
年
度
よ
り
三
力
年
計
画
の
事
業
と
し
て
進
め
て
お
り
ま

す
、
衛
星
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
防
災
行
政
無

線
通
信
網
の
整
備
は
、
本
年
度
衛
星
系
ル
ー
ト
の
整
備
が

図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

が
で
き
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

福
祉
／
保
健
／
医
療

　
次
に
、
福
祉
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　
二
十
一
世
紀
が
目
前
に
迫
っ
て
い
る
高
齢
社
会
に
何
よ

り
も
必
要
な
も
の
が
福
祉
で
あ
り
、
と
り
わ
け
平
成
十
二

年
四
月
に
ス
タ
ー
ト
す
る
介
護
保
険
へ
の
対
応
で
あ
り
ま

す
。　

保
険
給
付
の
円
滑
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
の
基
本
と

な
る
介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
平
成
十
年
度
に
実
施
し
た

高
齢
者
実
態
調
査
結
果
を
基
に
、
保
険
料
率
の
算
定
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
量
確
保
の
た
め
の
方
策
等
の
策
定
作
業
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
推
進
体
制
と
し
ま
し
て
は
、
行
政
改
革
の
推
進
の

中
で
も
述
べ
て
お
り
ま
す
が
、
介
護
保
険
事
務
と
国
民
健

康
保
険
事
務
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
保
事
務
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
に
活
用
で
き
る
よ
う
現
行
組
織
を
再

編
し
、
福
祉
事
務
所
の
介
護
保
険
部
門
及
び
保
健
課
の
国

民
健
康
保
険
並
び
に
老
人
保
健
部
門
を
統
合
し
て
、
「
保

険
課
」
を
新
設
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
の
徴
収
に

関
し
て
は
、
税
務
課
に
介
護
保
険
料
部
門
を
追
加
し
、
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
要
介
護
認
定
事
務
に
つ
い
て
は
、
十
月
ご
ろ
か
ら
要
介

護
認
定
の
申
請
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ま
で
に
仙
南

地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
に
委
託
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、

十
一
年
度
内
に
ニ
カ
所
目
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を

整
備
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
介
護
保
険
認
定
後
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

等
の
作
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
、
市
民
の
方
々
が
混
乱

す
る
こ
と
な
く
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
核
と
な
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
は
、
白
石
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
、
十

年
度
か
ら
二
十
四
時
間
対
応
巡
回
型
に
移
行
し
て
お
り
、

民
問
活
力
の
導
入
を
含
め
一
層
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
方
々
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
、
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
を
十
一
年
度
当
初
に
設
立
す
べ
く
準
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
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さ
ら
に
、
在
宅
育
児
に
対
す
る
支
援
策
と
し
て
、
平
成

十
年
度
で
移
転
新
築
を
行
い
ま
し
た
南
保
育
園
に
併
設
し

て
「
白
石
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、

在
宅
の
育
児
支
援
の
核
と
し
て
、
地
域
住
民
の
多
様
な
保

育
二
ー
ズ
に
対
処
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
福
祉
と
併
せ
た
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
毎
年
実
施
し

て
い
る
乳
が
ん
検
診
に
、
平
成
十
一
年
度
か
ら
新
た
に
画

像
診
断
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
導
入
し
、
こ
れ
ま
で
の

視
触
診
法
と
の
併
用
検
診
に
よ
り
、
乳
が
ん
の
早
期
発
見
、

早
期
指
導
に
よ
る
予
防
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
乳
幼
児
の
保
健
栄
養
相
談
日
を
新
た
に
設
け
、

母
子
保
健
事
業
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
保
健
・
福
祉
と
と
も
に
重
要
な
も
の
が
、
市
民
の
命
と

健
康
を
守
る
医
療
で
あ
り
ま
す
。

　
到
来
し
て
い
る
高
齢
社
会
の
中
で
総
合
的
な
「
保
健
・

福
祉
・
医
療
」
の
一
体
化
は
緊
急
の
課
題
で
あ
り
、
私
は

一
市
二
町
組
合
の
管
理
者
と
い
う
立
場
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
医
療
の
中
核
と
な
る
老
朽
化
し
た
公
立
刈
田
綜

合
病
院
の
移
転
新
築
を
早
期
に
実
現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
幸
い
、
東
北
大
学
医
学
部
長
の
久
道
教
授
に
顧
問
に
就

任
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
今
後
は
久
道
教
授
の
ご
指
導

を
得
な
が
ら
、
二
十
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
病
院
建
設
に

向
け
て
遇
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
策
定
さ
れ
た
基
本
構
想
、
基
本
設
計
を
も

と
に
、
実
施
設
計
、
用
地
造
成
に
着
手
し
、
平
成
十
四
年

度
の
開
院
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

〈
地
域
医
療
の
中
核
と
な
る
刈
田
病
院
の
移
転
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
岡
蔵
本
地
区
）

訥 二ず
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文
　
化

論＝

　
次
は
文
化
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　
二
十
世
紀
の
物
質
文
明
の
時
代
か
ら
、
精
神
文
化
の
時

代
と
言
わ
れ
る
二
十
一
世
紀
へ
向
け
、
も
っ
と
豊
か
な
地

域
社
会
の
実
現
に
努
め
る
た
め
の
文
化
行
政
の
役
割
は
、

今
後
ま
す
ま
す
重
要
度
を
増
し
て
い
く
も
の
と
認
識
い
た

曝
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し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
白
石
市
文
化
体
育
活
動
セ
ン
タ
ー
の
平
成
十
一

年
度
の
事
業
計
画
で
あ
り
ま
す
が
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

に
お
い
て
は
、
人
々
に
末
永
く
歌
い
継
が
れ
て
い
く
歌
と

し
て
、
作
曲
を
全
国
に
公
募
し
た
、
林
真
理
子
作
詞
の

「
白
石
子
守
歌
」
の
発
表
、
そ
し
て
、
佐
藤
し
の
ぶ
に
よ
る

初
演
。
ま
た
、
「
三
枝
成
彰
の
時
間
」
と
題
し
て
十
年
度
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
よ
う
へ
い

ら
↓
流
の
歌
い
手
、
演
奏
家
を
招
聰
し
て
行
っ
て
い
る
ト

ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
形
式
の
演
奏
会
を
引
き
続
き
定
期
的

に
開
催
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
合
唱
団
と
し
て
定
着
し
た
「
キ
ュ
ー
ブ
合

唱
団
」
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
、
新
体
操
教
室
な
ど

の
各
種
教
室
事
業
に
新
た
に
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
教
室
を
開

設
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
ア
リ
ー
ナ
に
お
き
ま
し
て
は
、
「
白
石
シ
リ
ー

ズ
」
と
し
て
三
シ
ー
ズ
ン
目
を
迎
え
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
日
本
リ
ー
グ
の
男
子
一
部
リ
ー
グ
三
試
合
の
実
施
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
市
民
の
生
涯
学
習
活
動
や
地
域
間
交
流
活
動
な

ど
に
よ
る
施
設
利
用
の
促
進
を
図
り
な
が
ら
、
感
動
と
出

会
え
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
等
の

各
種
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

教
　
育

　
次
に
、
教
育
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
よ
り
進
め
て
お
り

ま
し
た
、
白
石
第
一
小
学
校
の
大
規
模
改
修
工
事
は
、
年

内
の
完
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
十
年
度
か
ら
三
力
年
の
文
部
省
委
託
事
業

と
し
て
実
施
い
た
し
て
お
り
ま
す
、
都
市
の
学
校
と
へ
き

地
の
学
校
間
の
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
は
、
十
年
度
で
白

石
第
二
小
学
校
、
深
谷
小
学
校
、
深
谷
小
学
校
三
住
分
校

に
導
入
し
、
一
月
十
八
日
よ
り
運
用
を
開
始
し
て
お
り
ま

す
。

　
今
後
は
、
こ
の
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
都

市
と
へ
き
地
の
学
校
間
で
の
共
同
授
業
や
同
時
双
方
向
の

情
報
交
換
を
通
し
て
学
校
間
の
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、

情
報
教
育
の
一
層
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

環
　
境

　
最
後
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
環
境
で
あ
り
ま
す
。

　
自
然
と
の
共
生
を
図
り
な
が
ら
水
と
緑
を
守
る
た
め
の

事
業
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
十
年
度
に
お

い
て
「
環
境
基
本
計
画
」
の
策
定
を
終
了
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
計
画
を
進
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
咋
年
よ
り
「
空
き
缶
等
の
散
乱
の
防
止
に
関
す

る
条
例
」
、
通
称
「
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
」
を
制
定
し
、
ポ

イ
捨
て
行
為
に
対
す
る
意
識
改
革
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
意
識
改
革
に
努
め
、
ご
み
散

乱
の
な
い
、
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
環
境
を
テ
ー
マ
と
し
た
事
業
と
し
て
、
一
昨
年
建
設
省

か
ら
「
水
辺
の
楽
校
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
登
録
が
な
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
、
白
石
川
蔵
本
堰
付
近
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
既
に
基
本
方
針
が
策
定
さ
れ
、
昨
年
度
か
ら
一

部
事
業
化
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
国
の
予
算
措
置
の
遅
れ
か
ら
事
業
化
が
さ
れ

ず
、
誠
に
残
念
で
し
た
が
、
今
年
度
は
実
施
設
計
が
行
わ

れ
、
事
業
化
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

都
市
基
盤
の
整
備

　
次
に
、
都
市
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

小
渕
首
相
が
昨
年
、
緊
急
経
済
対
策
の
一
環
と
し
て
提
唱

し
た
「
生
活
空
間
倍
増
戦
略
プ
ラ
ン
」
の
柱
と
な
る
「
地

域
戦
略
プ
ラ
ン
」
を
有
効
活
用
し
た
整
備
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
地
域
戦
略
プ
ラ
ン
」
は
、
広
域
的
な
連
携
の
も
と
に
、

〈
市
民
合
唱
団
と
し
て
定
着
し
た
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地
域
自
ら
が
テ
ー
マ
を
選
び
、
主
体
的
に
策
定
・
推
進
、

ゆ
と
り
・
う
る
お
い
空
間
創
造
の
た
め
の
総
合
的
な
プ
ラ

ン
で
あ
り
、
全
国
で
四
百
カ
所
、
一
カ
所
あ
た
り
の
事
業

規
模
百
億
円
、
五
年
間
で
総
額
四
兆
円
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
平
成
十
一
年
度
は
二
千
五
十
億
円
が
見
込
ま
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
地
域
戦
略
プ
ラ
ン
に
盛
り
込
ま
れ
た
国
直

轄
事
業
・
県
事
業
等
は
重
点
的
に
促
進
さ
れ
る
と
と
も

に
、
市
町
単
独
事
業
に
つ
い
て
も
支
援
措
置
が
検
討
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
本
市
の
重
点
事
業
で
あ
る
公
立
刈
田
綜
合
病

院
の
移
転
新
築
と
あ
わ
せ
、
病
院
と
各
地
域
を
結
ぶ
ア
ク

セ
ス
道
路
の
整
備
を
メ
イ
ン
と
し
た
「
ホ
ス
ピ
タ
ル
　
ア

ク
セ
ス
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
蔵

王
町
、
七
ヶ
宿
町
の
一
市
二
町
の
連
携
の
も
と
に
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
は
、
公
立
刈
田
綜
合
病
院

の
移
転
新
築
を
メ
イ
ン
と
し
て
、
国
道
四
号
の
四
車
線
化
、

国
道
百
十
三
号
の
改
良
、
県
道
白
石
南
蔵
王
線
、
川
前
白

石
線
の
改
良
、
県
道
白
石
丸
森
線
歩
道
工
事
、
都
市
計
画

街
路
事
業
、
市
道
改
良
等
で
あ
り
ま
す
。

　
本
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
、
救
急
医
療
・
高
度
医
療
の
充
実

が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
広
域
医
療
体
制
を
確
立
し
、
安

心
で
快
適
な
地
域
づ
く
り
が
推
進
で
き
る
も
の
と
確
信
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
公
営
住
宅
の
整
備
で
あ
り
ま
す
が
、
平
成
八
年

度
か
ら
進
め
て
お
り
ま
し
た
、
鷹
巣
土
地
区
画
整
理
事
業

地
内
の
公
営
住
宅
建
設
は
、
昨
年
度
で
五
十
戸
す
べ
て
が

完
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
老
朽
化
が
著
し
く
、
建
て
替
え
重
点
団
地

に
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
寿
山
第
四
木
造
市
営
住
宅
、
五

戸
の
建
て
替
え
を
行
い
、
住
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
都
市
計
画
道
路
「
八
幡
町
兎
作
線
」
は
、
昨
年
度
に
お

い
て
お
お
む
ね
八
割
の
用
地
を
取
得
し
、
今
年
度
、
事
業

認
可
区
間
の
用
地
取
得
が
ほ
ぽ
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
白
石
高
校
前
の
約
八
十
メ
ー
ト
ル
の
区
間
を
整

備
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
都
市
計
画
道
路
「
中
河
原
白
石
沖
線
」
に
つ
い

て
も
、
事
業
認
可
区
間
の
お
お
む
ね
九
割
の
用
地
取
得
が

完
了
い
た
し
ま
す
の
で
、
白
石
駅
東
口
交
通
広
場
か
ら
国

道
百
十
三
号
ま
で
の
街
路
工
事
と
、
新
た
に
新
国
道
百
十

三
号
ま
で
の
百
二
十
五
メ
ー
ト
ル
区
問
の
事
業
認
可
を
申

請
し
、
測
量
試
験
と
一
部
用
地
買
収
を
実
施
す
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。

農
業
の
振
興

　
次
に
、
本
市
の
基
盤
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
で
あ
り

ま
す
が
、
農
業
経
営
の
圧
迫
と
遊
休
未
利
用
農
地
の
拡
大

が
危
惧
さ
れ
る
中
で
、
自
然
条
件
を
生
か
し
た
伝
統
的
地

場
産
品
、
良
質
米
の
生
産
、
収
益
性
の
高
い
果
樹
、
花
き
、

さ
ら
に
は
本
市
農
業
粗
生
産
額
で
最
も
大
き
い
畜
産
関
係

等
、
積
極
的
な
振
興
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
「
柿
の
里
構
想
」
や
「
白
石
三
白
」
の
一

つ
で
あ
り
ま
す
「
葛
粉
」
の
生
産
に
つ
い
て
も
、
昨
年
同

様
の
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
白
石
米
の
地
域
銘
柄
化
を
推
進
し
、
お
い
し
い

米
日
本
一
を
目
指
す
と
と
も
に
、
平
成
七
年
度
か
ら
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
酒
米
の
栽
培
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
作

付
面
積
の
拡
大
に
努
め
、
酒
米
の
産
地
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
農
村
居
住
環
境
の
保
全
と
改
善
に
つ
い
て
は
、
平
成
九

年
度
に
着
手
し
た
福
岡
蔵
本
薬
師
堂
地
区
農
業
集
落
排
水

事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
て
、
平
成
十
二
年
度
の
早
い
時

期
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
他
道
路
、
水
路
の
整
備
に
努
め
、
特
に
継
続
事
業

で
あ
る
北
橋
線
、
斎
川
鹿
ノ
子
線
、
図
幸
線
、
佐
野
線
等

の
改
良
を
行
い
、
農
村
居
住
環
境
の
整
備
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
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＜
新
た
な
出
発
と
な
る
「
白
石
ス
キ
ー
場
」

商
業
／
工
業
／
観
光

　
次
に
、
商
工
業
で
あ
り
ま
す
が
、
今
年
度
、
既
存
大
鷹

沢
地
区
農
工
団
地
を
拡
張
し
、
工
業
用
地
等
の
整
備
を
計

画
的
に
進
め
、
積
極
的
に
工
業
等
の
導
入
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
魅
力
あ
る
就
業
機
会
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
担

い
手
農
家
へ
の
農
地
利
用
を
促
進
し
、
農
工
両
全
の
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
般
、
日
東
ラ
イ
フ
よ
り
白

石
ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト
等
施
設
が
市
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
同
施
設
を
現
在
の
利
用
者
二
ー
ズ
に
合
っ
た
も
の

に
改
修
を
行
な
い
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
な
が
ら
、

最
も
有
利
な
起
債
で
あ
る
辺
地
債
を
受
け
る
た
め
、
懸
命

の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
は
商
業
、
観
光
、
工
業
の
各
立
場
か
ら
白

石
の
活
性
化
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

の
検
討
部
会
の
中
で
、
商
業
と
観
光
部
会
は
病
院
跡
地
も

踏
ま
え
、
活
性
化
策
を
模
索
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

十
一
年
度
も
引
き
続
き
同
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
現
在

努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

二
十
一
世
紀
に
向
け
て

重
要
課
題
の
推
進
が
な
さ
れ
る
年

　
以
上
、
平
成
十
↓
年
度
の
重
点
事
業
に
つ
い
て
は
、
今

ま
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
り
ま
す
が
、
最
後
に
昨
年
六
月

に
実
施
さ
れ
た
「
白
石
市
に
お
け
る
産
業
廃
棄
物
処
分
場

設
置
に
つ
い
て
の
住
民
投
票
」
の
結
果
、
投
票
者
の
九

四
・
四
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
市
民
が
設
置
反
対
の
意
思
を
明

確
に
表
示
し
て
い
る
小
原
上
戸
沢
地
区
へ
の
産
業
廃
棄
物

最
終
処
分
場
設
置
計
画
に
対
し
て
は
、
引
き
続
き
断
固
反

対
の
意
思
を
貫
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　
計
画
事
業
者
が
宮
城
県
を
相
手
に
提
訴
し
た
裁
判
に
お

い
て
、
計
画
事
業
者
は
小
原
上
戸
沢
地
区
に
産
業
廃
棄
物

の
処
分
場
を
建
設
す
る
こ
と
の
是
非
を
論
議
す
る
必
要
は

な
く
、
あ
く
ま
で
許
可
申
請
書
の
受
理
・
不
受
理
と
い
う

行
政
の
手
続
き
に
問
題
が
あ
り
、
争
点
で
あ
る
と
主
張
し

て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
計
画
事
業
者
が
昨
年
八
月
に
宮
城
県
及
び
白

石
市
を
相
手
に
提
訴
し
た
国
家
賠
償
事
件
、
同
じ
く
十
月

に
白
石
市
外
二
名
を
相
手
に
提
訴
し
た
謝
罪
広
告
事
件
で

は
、
白
石
市
民
の
み
な
ら
ず
百
九
十
三
万
宮
城
県
民
の
貴

重
な
水
源
地
に
水
質
汚
染
の
不
安
の
あ
る
産
業
廃
棄
物
最

終
処
分
場
を
建
設
す
る
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
事
実
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
行
政
の
み
な

ら
ず
、
議
会
、
住
民
組
織
も
一
体
と
な
り
、
ま
た
、
昨
年

十
一
月
に
設
立
さ
れ
た
「
全
国
産
廃
問
題
市
町
村
連
絡

会
」
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
計
画
阻
止
ま
で
粘
り
強

い
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
冒
頭
に
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
本
年
は
二
十
一
世

紀
に
向
け
た
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
り
、
さ
ら
な
る

市
民
総
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
ス
タ
ー
ト
の
年
で
も
あ
り
ま

す
。　

ま
た
、
地
方
分
権
や
先
般
、
調
査
対
象
地
域
の
一
つ
と

し
て
決
定
さ
れ
た
宮
城
県
南
部
地
域
の
首
都
機
能
移
転
な

ど
、
日
本
の
政
治
・
行
政
の
根
幹
を
変
え
る
重
要
課
題
の

具
体
的
推
進
が
な
さ
れ
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　
私
は
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、
悔
い
の
な
い
活
力
に
満

ち
た
白
石
市
建
設
の
た
め
に
、
全
力
投
球
で
市
政
を
執
行

し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
ぜ

ひ
と
も
議
員
諸
賢
並
び
に
市
民
各
位
の
ご
理
解
が
必
要
で

あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
市
行
政
全
般
に
対
す
る
な
お
一
層
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
施
政
の
所
信
表
明
と

い
た
し
ま
す
。
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⑫1妬87・214干円
　　県支出金　　　その他　　　　　　　　　単位：千円
　　　　　　　1，116，510
　　682，481　　7．6％
諸収入　　4・6％

　　　　718，169　　　　　＼

　　　　　生9％　　　　＼
，轟、語、　　＼

　　5．7％

国庫支出金
1，114，045

　7、6％

地方交付税
4，400，000

　30．0％

繰入金　／市税
1門搬／・・欄
　　　／／

／

／

　市の一般会計当初予算の総額は、

約147億円となりました。前年度と比

べてみると、約7億円の減となって

いますが、これは主に前年度予算に

計上した市道矢ノロ家老沢線道路改

良事業や鷹巣市営住宅建設事業が完

了したことなどによるものです。

　歳入で一番大きなウエートを占め

ているのが、市税などで賄いきれな

い財源の不足分を補うため、国から

交付される地方交付税で44億円（全

体の30，0％）となっています。

　その次に多いのが、皆さんに納め

ていただく市税です。この市税は、

市民税、固定資産税、都市計画税な

どで約40億円（全体の27．4％）と続

いています。

　歳出予算を性質別にみると、投資

的経費は約24億5千万円で、全体の

16，7％を占めていますが、これを一

世帯当たりに換算すると、およそ20

万3千円になります（平成7年の国

勢調査による世帯数12，068で計算）。

　これらのお金は、アテネ（白石市

情報センター）と小中学校のインタ

ーネット接続など公共施設ネットワ

ークの館外拠点拡張事業や、白石第

一小学校の大規模改造事業に使われ

るほか、市民の皆さんの生活に直結

する道路や住宅、公園などの社会資

本の整備にあてて、ゆとりあるくら

しを目指した事業を行っていきます。

　なお、目的別、性質別予算を通し

て、公債費（約27億2千万円、構成

比18．5％）のウエートが大きくなっ

ていますが、これは後年度の公債費

の負担を抑制するために※繰上償還

金（約10億6干万円）を計上してい

るためで、これを差し引くと、公債

費は約16億6干万円（構成比11．3％）

となり、同様に計算した前年度の公

働　　　14，687，214干円
　　　　商工費　　　　　議会費　　　　単位：千円
　　　582，368　　　　4．0％　消防費　　223・130　1・5％

農林水産業費

　937，593
　　6．4％

＼

衛生費

956，496

　6．5％

335，300

　2、3％

＼

教育費
1，664，835　　11．3％

　　　　　土木費
　　　　　2，326，815
　　　　　15、8％

その他
76，143　　0．6％

公債費
2，723，087　　18．5％

〔通常簸型灘1：灘11手：鑑

債費と比べて約1億1干万円少なく

なってし、ます。

　目的別にみた歳出予算の主な事業

は、次のとおりです。

　　　　　総務費
　　　　　2，456，788
　　　　　16．7％
民生費
2，404，659　　　　　　　　　　　’／

16．4％

　　　　　　　　／

●自石三本木線及び白角線生活路線

　バス運行委託料に920万3千円

●交通安全対策事業に1，880万5千円

●交通安全対策費に1，869万9千円

●国際交流員の設置費など国際交流

　事業に1，197万9千円

●女性政策推進事業に173万6千円

●国体対策経費に340万2千円

●スパッシュランド、古典芸能伝承

　の館、白石城などの管理運営や施

　設の整備費に1億9，160万8千円

●イベント及び管理運営委託料など

　文化体育活動センター関係費に2

　億2，049万4千円

●アテネ（情報センター）の管理運

　営や関連施設の整備費などに1億

　1，950万2千円

●いきいきプラザの運営費に892万

　2千円

●シルバー人材センター運営費補助

　金に1，460万円

●福祉タクシー利用助成事業、在宅

　通所入浴サービス事業、身体障害

　者施設措置事業、特別障害者手当

　等給付事業など身体障害者福祉費

　に1億1，791万1千円

●心身障害者通所事業、知的障害者

　地域生活援助事業、知的障害者福

　祉施設措置事業など知的障害者福

　祉費に2億6，284万8千円

●敬老会・敬老祝金等支給事業、ス

　パッシュランド入館利用助成事業、

　高齢者無料バス助成事業、老人デ

　イサービス・ショートステイ事業、

　在宅ねたきり老人等介護手当支給

　事業、老人ホーム入所措置事業、

　ひとりぐらし老人の手紙郵送事業

　など長寿福祉費に7憶3，427万7千円

●老人福祉センター及び総合福祉セ

　ンターの管理運営費に4，428万3千

　円

●国民年金費に3，471万4千円

●介護保険対策費に2，512万1千円

●児童手当、乳幼児・重度心身障害

　児者医療費助成事業など児童措置

　費に1億3，813万5千円

●保育園、児童館の管理運営費に5

　億5，292万1千円

●ひこうせん（心身障害児通園施

　設）の管理運営費に1，161万5千円

●子育て支援センターの管理運営費

　に262万円

●生活扶助、医療扶助などの生活保

　護費に1億5，239万2千円

●患者輸送車運行委託料に320万円

●健康診査・各種がん検診・骨粗し

　ょう症検診・予防接種業務委託料

　など予防費に1億7，612万8千円

●まちをきれいにリサイクル運動報

　償金、合併処理浄化槽設置補助金

　に3，558万1千円

●精神障害者小規模作業所の管理運

　営費に457万2千円

年度予算

醗1468ス214干円

　　　　　　　　　単位＝千円

●林道の開設、改良など林道開設費

　に4，328万円

人件費

3，143，020　（21、4％）

公債費

　　　2，723，087　　（18．5％）

〔禦講還分器ll離1：蜘

投資的経費
　　　2垂445β39　　（16、7％）

物件費
2，224，500　　（152％）

繰出金　　1，232，549　（8．4％）

扶助費　　1，093，023　（7，4％）

補助費等1，092，663　（7．4％）

その他　　　732，833　（5．0％）

※繰上償還とは高利率の地方債を期限前に返
して効率的な財政運営を行うもので通常の

元利償還とは異なります。

●勤労青少年ホーム、働く婦人の家、

　勤労者体育センターの管理運営費

　に4，873万5千円

●市民農園関係費に59万9千円

●農業経営基盤強化資金利子補給補

　助金、畜産基盤再編総合整備事業

　補助金に1億2，702万3千円

●農道、用水路、溜池などの農業施

　設整備事業費に1億2，349万2千円

●地籍調査費に1億4，780万6千円

●水田営農活性化対策費、地域農業

　整備事業、中山間地域活性化推進

　事業に2，551万4千円

●農村総合整備モデル事業に1億
　8，695万円

●松くい虫防除委託料、公団造林受

　託事業など林業振興費に2，929万1

　千円

●市行造林費に4，438万5千円

●全日本こけしコンクール負担金に

　650万円

●白石商店街活性化対策助成金に

　861万円

●中小企業振興資金融資信用保証料

　・利子補給金、大型店対策及び中

　小企業経営資金の円滑化を図るた

　めの貸付金などに4億3，784万6千

　円

●どうだんの森整備事業に2，230万

　円

●白石市観光協会補助金、春まつり

　・夏まつり補助金、観光振興対策

　助成金に1，191万円

●温麺の館、弥治郎こけし村の管理

　運営費に1，173万円

●沖ノ沢郡山線等の改良、舗装、側

　溝整備など道路橋梁整備費として

　5億309万2千円

●大砲萬右衛門像制作等委託料など

　公園費に6，110万5千円

●スパッシュランドパーク整備事業

　に1億8，514万1千円

●益岡公園整備事業に1億914万3千

　円

●中河原白石沖線街路事業に2億
　1，272万3千円

●八幡町兎作線等街路事業に2億
　4，325万9千円

●駐車場管理費に684万円

●市営住宅管理費及び建設事業費に

　9，315万9千円

●非常備消防費、小型動力ポンプ積

　載車等消防施設費、地域衛星通信

　ネットワーク負担金に1億720万6

　千円

●スパッシュランド利用助成事業に

　174万9千円

●白石高等学校創立100周年記念
　事業助成金に1，500万円

●小中学校コンピューター等借上料

　に4，951万2千円

●コンピューター教室改造等小中学

　校の改修工事費に3，850万円

●白石第一小学校大規模改造事業に

　3億1，249万3千円

●小中学校いじめ対策事業に160万円

●小中学校特色ある学校づくり事業

　に45万円

●へき地学校高度情報通信設備活用

　方法研究開発事業に894万6千円

●スクールバス運行業務委託料に

　520万円
●心の教室相談員活用調査研究事業

　に228万円

●外国人による中学校語学指導事業

　に584万5千円

●幼稚園の管理運営費に1億5，112万

　8千円

●公民館、図書館、青少年相談セン

　ターの管理運営費に1億7，662万9

　千円

●学校給食センターの管理運営費に

　3億6，512万6千円

●みやぎ蔵王高原マラソン大会負担

　金に185万円

特別会計
◆国民健康保険特別会計

　25億3，979万7千円

（対前年比　1億9，033万3千円増）

◆下水道事業特別会計

　20億5，497万3千円

（対前年比　1，983万4千円減）

◆地方卸売市場事業特別会計

　850万円
（対前年比　143万6千円減）

◆老人保健特別会計

　40億3，327万2千円

（対前年比　2億7，443万2千円増）

◆農業集落排水事業特別会計

　1億5，508万4千円

（対前年比　9，598万5千円減）

◆水道事業会計

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

10億9，904万1千円

10億2，435万8千円

1億円
3億3，717万9千円
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が
、
商
店
街
の
活
性

　
「
私
の
姉
は
障
害
者
で
遠
刈
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
に
　
化
と
轍
、
は
っ
き
り
言

の
施
設
に
入
っ
て
い
ま
す
。
一
天
　
　
　
の
ト
　
ス
め
う
と
儲
け
る
と
い
う
こ

で
自
石
叡
前
の
食
堂
に
入
っ
た
と
　
　
　
長
ぎ
　

ビ
た
と
で
あ
る
．
一
一
一
一
口
葉
捲
飾

蹴
舘
数
雛
慧
　
　
膿
漏
鴬
麗
鰻
監

れ
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
と
し
て
、
先
円
東
北

　
味
は
も
ち
ろ
ん
最
高
で
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
方
建
設
局
河
ハ
情
報

が
、
な
ん
と
心
の
温
か
い
人
た
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
理
官
の
鈴
木
興
道
さ

の
住
ん
で
い
る
ま
ち
だ
ろ
う
、
と
思
っ
た
の
で
　
ん
か
ら
聞
い
た
話
を
述
べ
て
み
よ
う
。

す
。
」
と
言
う
。
伊
勢
田
さ
ん
は
「
自
石
は
水
の

　
岩
手
県
川
崎
村
は
、
人
口
は
東
北
で
下
よ
り
三

番
目
、
こ
れ
と
い
っ
た
産
業
や
特
産
物
も
な
く
、

日
本
一
の
洪
水
常
習
地
帯
で
あ
る
。

　
三
年
前
、
三
人
の
村
民
が
『
も
く
ず
蟹
研
究
会
』

を
つ
く
り
、
も
く
ず
蟹
を
育
て
て
村
の
特
産
品
に

し
よ
う
と
し
た
。
村
長
に
紹
介
さ
れ
て
、
こ
の
三

人
が
来
た
と
き
に
は
鈴
木
さ
ん
は
ビ
ッ
ク
リ
し
た

そ
う
だ
。
は
っ
き
り
言
っ
て
、
三
人
と
も
村
で
は
、

酔
っ
ぱ
ら
い
の
鼻
つ
ま
み
者
的
な
存
在
だ
っ
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
し

し
い
。
地
建
に
来
た
と
き
も
、
一
人
は
捻
り
鉢
巻

き
長
靴
姿
、
二
人
は
、
胸
ま
で
の
胴
長
を
着
け
た

ま
ま
だ
っ
た
と
い
う
。

　
も
く
ず
蟹
と
は
、
川
に
い
る
毛
蟹
の
こ
と
で
、

産
卵
の
と
き
に
川
を
下
っ
て
海
へ
行
き
、
ま
た
川

を
上
っ
て
く
る
習
性
が
あ
る
。
こ
れ
を
水
槽
の
中

で
産
卵
さ
せ
て
育
て
る
と
い
う
の
は
、
大
変
な
仕

事
だ
っ
た
ら
し
い
。

　
広
島
県
が
数
億
の
金
を
か
け
て
水
産
研
究
所
で

こ
れ
を
実
験
し
て
い
る
と
い
う
の
を
聞
い
て
、
鈴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
ば
い
き
ゅ
う

木
管
理
官
は
そ
の
三
人
を
連
れ
て
行
き
、
三
拝
九

拝
し
て
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
そ
れ
は
、
小
指
の
先

に
乗
る
よ
う
な
幼
蟹
で
、
そ
れ
以
上
大
き
く
す
る

技
術
は
開
発
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

　
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、
こ
れ
は
川
崎
村
で

し
か
食
べ
ら
れ
な
い
し
、
川
崎
村
で
し
か
売
っ
て

い
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
マ
ス
コ
ミ
が
し
ょ
っ
ち

ゅ
う
放
送
し
て
く
れ
る
し
、
全
国
か
ら
多
く
の
人

た
ち
が
集
ま
っ
て
く
る
。
大
量
生
産
の
土
産
物
と

は
物
が
違
う
。

　
こ
れ
が
発
端
と
な
り
、
ボ
ー
ト
大
会
、
花
火
大

会
が
行
わ
れ
、
目
下
、
北
上
川
、
貞
山
運
河
、
阿

武
隈
川
、
利
根
川
な
ど
の
川
を
つ
な
い
で
岩
手
か

ら
東
京
ま
で
行
く
『
川
の
駅
・
川
崎
』
構
想
を
検

討
し
て
い
る
。

　
こ
の
発
想
の
原
点
は
、
儲
け
る
こ
と
に
あ
る
。

つ
ま
り
、
企
業
と
し
て
育
て
て
利
潤
を
求
め
る
こ

と
こ
そ
、
地
域
の
活
性
化
だ
と
い
う
。

　
今
、
自
石
で
若
い
や
る
気
の
あ
る
商
業
者
の
集

団
が
芽
生
え
て
い
る
。
私
も
応
援
団
の
先
頭
に
立

ち
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
支
援
と
三
人
の
悪
戦
苦
闘
に
よ
り
、

川
崎
村
は
、
世
界
で
初
め
て
、
産
卵
か
ら
親
蟹
ま

で
の
一
環
生
産
シ
ス
テ
ム
を
作
り
出
し
、
昨
年
よ

り
試
験
出
荷
を
始
め
た
。

みなさんからの素敵な

情報を待ってます！

J　Rから感謝状贈呈

白川地区ボランティア友の会会員

のうち、北自川駅近くにお住まいの

方々で組織する「六美会」が、先日

J　R東日本仙台支社から感謝状を頂

きました。六美会の皆さんは、北自

川駅が無人化になったことをきっか

けに清掃を開始、以来十数年、毎週

日曜日に駅構内のゴミ拾いや草むし

りなどを行ってきました。

また、東白石駅も同様、内親地区

のボランティァ友の会の方々が月1

～2回、待合室やトイレの掃除など

を行っています。両駅の環境美化と

思いやりのある地域づくりのため、

これからもよろしくお願いします。

環境美化にも取り組んでし、ます

犠
、
　

＿き轟ゑ
Y‘一　亨『『呼袴噛

題》

　　　郷・臣㌔丁‘’『ン
　　麗　　『飛　　鴨も．＿さ焼

少年野球やサッカーなどのチーム

で構成される白石市スポーツ少年団

本部が、3月7日、スポーツシーズ

ン本番を前に、白石川緑地公園で清

掃奉仕をしました。雪の降る中、参

加した19団体の小学生や父母等約250

人が、たばこの吸い殻や空き缶など

のごみを集めました。終了後、きれ

いになった公園で子供たちは今シー

ズンの活躍を誓いました。

離れていても大丈夫

・感ヤ．　一『一一’1．

　　　　　　　鴨r’

、
τ鞘

　2月23日、白石第二小学校でテレ

ビ会議授業開始式が行われました。

これは、平成10年度から3力年の

文部省委託事業として実施されるも

ので、テレビ会議システムにより、

交通等諸条件に恵まれないへき地の

学校と都市部の学校を接続し、各教

科や道徳においての同時かつ対話型

の授業を行うものです。この事業を

委託されているのは全国的にも少な

く、今年度においては、県内では自

石市だけで、深谷小学校、深谷小学

校三住分校、白石第二小学校の3校

で実施されます。

この日は、三住分校3、4年生と

白石二小3年生が社会科「むかしを

しらべる」のテーマで共同の授業を

受けました。二小からは、「あんか」

や「唐傘」など昔の道具が、また、

三住分校からは、「車まわし」など昔

はやった遊びの品々が電子ボードに

映し出され、クイズを交えて紹介し

合いました。参加した子供たちは、

「授業を通してたくさんの友達をつく

り、多くの人の意見や考えを聞きた

い」と話していました。

「創意」に富んだ作品勢ぞろい

臨欝r』峯．

　2月18日、福岡小学校八宮分校の

1年～4年生までの児童17名が、弥

治郎こけし村を訪れ、村内を見学し

た後、こけしの絵付けに挑戦しまし

た。これは、川遊びなど八宮地区の

特色、自然を生かして行われる「創

意」を育てる授業の一環として行わ

れたもので、こけしの絵付け体験は

昨年に続いて2回目です。

絵付けは、地元工人が描いたデザ

インを手本にしながら、4寸5分の

お雛さん用の白木のこけしに、思い

思いの模様をつけていました。

生涯学習の成果を発表

　3月12日～14日、公民館まつりが

中央公民館で行われ、日ごろ生涯学

習に取り組んでいる方々の成果が発

表、展示されました。

　　　　　　　ヌ　　　　　ー1　み、、

　＿聾・、、一・選

　　　　　　　　　　暢　　　　　　　翻31・，一

また、今年の文化講演会は、エッ

セイスト・コメンテーターとしてお

なじみの豊原ミツ子さんを招いて

「人間、やるっきゃない！」と題し

て行われました。豊原さんは、仕事

上の苦労話を交えながら、どんなに

大変なときでも、人間前向きな姿勢

が大切であることなどをユーモアた

っぷりに話されました。

祝100歳おめでとうこざいます

，．τ～7・・鍮ビ

．一砥

昌

ζ膨
勾

1騙

　2月24日、市内沢端町にお住まいの

半澤よねさんが満100歳の誕生日を迎

えられ、特別敬老祝金100万円が贈ら

れました。半澤さんは、明治32年市内

福岡長袋生まれ、現在は息子さんと

の2人暮らしです。耳は遠いものの、

頂いた賞状を読み上げる達者ぶりを

披露してくださいました。長寿の秘

訣は何でも食べることだそうです。

市内では2番目の長寿となる半澤さ

ん、ずっと長生きしてくださいね。

新鮮1安全1うまい！

、
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　　　　　　　　盤ゴゑ ＿

　2月17日、本郷踏切わき（中央公

民館側）に青っ葉市の直売所がオー

プンしました。新鮮な野菜、果物、

山菜などが販売されるとあって、開

店時間前から大勢の市民が詰めかけ

ました。青っ葉市の会員20名は、

「これまで以上に消費者に喜ばれる

生産物を作り、地域農業の活性化の

ために頑張ります。」と話していま

した。この直売所は、年問通し毎週

水曜日9100～12100（2月～4月は
10：00～12：00）に開催されます。

　なお、いきいきプラザでの青っ葉

市はこれまで同様、5月～12月の毎

週土曜日9：00～12100の開催です。
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マジックサークルは、この春でぎた

ほやほやのサークルです。もともとは

働く婦人の家のマジック講座でしたが、

婦人の家まつりで拍手喝さいを浴び、

非常に受けがよく継続してほしいとの

声が上がり、サークルの結成となりま

した。サークル名は「小旭斎一門」、小

玉茂先生のこ指導の下、熱心に練習に

励んでいます。先生は、八ンドパワー

でたぱこを空中に浮かす？など、実に

不思議な力を持っています。

メンバーは20代から80代と老若男女

幅広く、これまで習ったマジックは、

手のひらを貫通するコイン、カードの

数を予知するなどで、海回笑いが絶え

ない教室です。

今後の目標は、福祉施設や子供会な

どを訪問し、マジックの楽しさで明る

く盛り上げていくことです。

練習は、働く婦人の家で毎月第2、

3火曜E…（18：30～20：30）1こでテってし、

翫す。皆さんも秘密の扉を開いてみま

せんか。

八一ストビル便り
塁職猟県晒粥仁

　　P

FγomSわukUFちゃん

パーストビルのショッピングセンター内にアジア系の

お店ができました。

名前を“1．2．3ドルストアー”（写真のお店です）

といい、その名のとおりほとんどの商品が2ドルから3

ドルで売られています。生活雑貨、おもちゃ、文具など

多種類の品を扱うところも、安い値段で売っているとこ

ろも日本の100円ショップと同じで、店頭に並ぶ品物

の90％が日本からのものというのもそのはず、実はこ

の店の本社が日本にあるのだそうです。

　こちらでは、なかなか手に入りにくい日本の物が売ら

れているので、私もよく利用しています。

器、． 膠
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東北日通工　株式会社

　　宍戸明子さん伯石）25歳

　　　　　£

纂

　　　　　｝・鋤
　　　　久

》仕事について

入社して7年目になります。現在は経理課に勤

務し、主に原価計算を担当しています。パソコン

ヘデータを入力するときは、数字の見間違いや計

算ミスなどをしないように心掛けながら仕事をし

ています。おかげさまで上司や先輩方にも恵まれ、

毎日楽しく働いています。

》理想のタイプ

B’z（歌手）の稲葉浩志さんです。

》その他一言どうぞ

近ごろ、運動不足気味なので、体力づくりにチ

ャレンジしたいと思っています。

斗公鰻翻輪藩蝋紛

レ代表者

八木沼賢吉さん

〉管理公園

堂形公園

　　（491㎡）

堂形団地の居住者や地権者で組織する「堂形団

地環境整備組合」が、街灯の保守点検や側溝清掃

などの共同作業を住民の協力で行っていますが、

その組合とほぼ同じ組織で愛護会があります。

愛護会では、公園が地域の子供たちの安全で清

潔な楽しい広場、地区住民の掛け替えのないコミ

ュニケーションの場となるよう、公園内の除草や

遊具の保守を行っています。

＊公園のすぐ隣にゴミ集積所があります。公園が

汚れないよう、ゴミの出す日、出し方には十分に

注意してください。

は
な
や
か
な
和
服
姿

る
む

ダ
ム
の
面
を
吹
雪
の

つ
竿
煽
ら
る
る

送
り
来
し
鮎
の
佃
煮

て
読
む

杖
つ
き
て
吐
く
息
白

行
く

南
面
の
廊
下
に
な
ら

き
盛
る

こ
た
つ
よ
り
出
て
背

わ
れ
も
真
似
す
る

フ
キ
ノ
ト
ウ
先
ず
仏

を
味
わ
う
幸
せ

　
高
　
橋
　
辰
　
男
　
選

の
初
釜
は
着
物
談
議
で
緊
張
ゆ

　
　
　
　
　
　
村
山
美
代
子

渦
が
滑
り
き
て
あ
た
り
を
ぞ
待

　
　
　
　
　
　
永
山
　
成
夫

包
み
た
る
里
の
新
聞
む
さ
ぼ
り

　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

く
雪
の
道
回
覧
板
持
ち
坂
登
り

　
　
　
　
　
　
大
津
　
重
子

ぶ
鉢
植
え
の
数
々
の
花
い
ま
咲

　
　
　
　
　
　
八
島
　
三
郎

な
丸
め
足
の
ば
す
猫
の
仕
草
を

　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

壇
に
お
供
え
し
い
っ
し
ょ
に
春

　
　
　
　
　
　
斎
藤
タ
カ
子

市
民
文
芸
機
輻

句
、
短
歌
三
首
、
川
柳
三
句
以
内
．
は
が
き
に
作
品
・
住
所
・
氏
名
。
応
募

は
っ
き
り
書
き
、
〒
鵬
－
㎜
白
石
市
字
亘
理
町
3
7
－
3
、
白
石
市
情
報
セ
ン
タ
ー

俳
句
、
川
柳
の
併
記
は
不
可
。
毎
月
1
5
日
締
め
切
り
。

如
月
の
光
り
や
さ
し
く
窓
越
し
に
金
の
な
る
木
は
今

花
ざ
か
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
嶋
　
正
子

青
春
の
夢
を
語
り
し
友
よ
り
の
久
々
の
便
り
何
回
も

読
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
と
く

祭
壇
の
姉
の
遺
影
は
ほ
ほ
え
み
て
今
に
も
我
に
答
う

る
如
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
静
恵

國
一
首
目
。
着
物
談
議
で
和
や
か
な
雰
囲
気
に
変

わ
っ
た
初
釜
の
席
。
鮮
や
か
な
場
面
転
換
が
お
見
事
。

二
首
目
。
過
酷
な
自
然
条
件
下
で
の
釣
り
人
は
楽
し

み
を
超
え
て
、
苦
行
の
様
相
を
呈
す
る
こ
と
か
く
の

ご
と
し
。
三
首
目
。
望
郷
の
念
や
み
難
き
心
情
に
同

感
。
「
鮎
の
佃
煮
」
は
特
殊
か
つ
普
遍
性
あ
り
。

岡
圏
遠
藤
秋
尾
選

夕
霧
に
野
焼
き
の
け
む
り
紛
れ
つ
・
　
佐
藤
　
周
子

別
れ
と
も
つ
か
ぬ
白
鳥
ま
つ
り
か
な
　
高
橋
　
正
雄

ラ
グ
ビ
ー
の
勝
敗
分
け
し
風
な
り
し
　
山
家
　
弘
子

流
行
の
風
邪
に
出
不
精
輪
を
か
け
し
　
岩
澤
　
伍
峯

隙
間
風
避
け
て
席
と
る
旬
会
か
な
　
　
日
下
　
　
文

鯨
生
と
て
気
儘
気
長
の
三
ケ
日
　
　
　
三
浦
　
愛
嶺

春
寒
し
刈
田
を
低
く
鴉
飛
ぶ
　
　
　
　
伊
藤
　
光
子

習
慣
の
癩
手
洗
ひ
寒
卵
　
　
　
　
　
高
子
た
ち
ば
な

節
分
や
え
ん
じ
ゅ
に
響
く
福
は
内
　
　
大
庭
　
．
良
子

春
暁
の
カ
ー
テ
ン
越
し
の
明
か
り
か
な
　
遠
藤
　
忠
臣

［
嗣
り
句
目
。
野
焼
き
は
冬
の
季
題
で
あ
る
。
夕
方
に
な
帥
て

野
火
も
収
ま
り
た
だ
煙
だ
け
が
低
く
た
な
ぴ
く
、
そ
れ
が
夕
講
に

紛
れ
る
よ
う
に
。
画
を
見
る
よ
う
な
景
で
あ
る
。
二
旬
目
。
白
鳥

は
も
う
す
ぐ
北
へ
帰
る
季
節
で
あ
る
。
そ
ん
な
あ
る
日
白
鳥
ま
つ

り
が
行
わ
れ
た
。
別
れ
も
近
い
、
愛
情
の
句
。
三
旬
目
。
ラ
グ
ビ

ー
も
冬
の
季
題
。
一
点
を
争
う
好
ゲ
ー
ム
で
あ
っ
た
が
強
風
に
パ

ス
し
た
ボ
ー
ル
が
敵
の
ラ
ガ
ー
に
奪
わ
れ
て
、
点
を
重
ね
ら
れ
て

の
敗
戦
で
あ
る
。
ま
さ
に
勝
敗
も
分
け
た
風
で
あ
っ
た
。

岡
国
近
江
　
選

父
の
川
広
く
て
向
こ
う
へ
渡
れ
な
い
北
ち
づ
る

そ
れ
ぞ
れ
の
業
を
さ
ら
し
て
業
に
生
き
　
一
條
芳
子

　
　
　
　
　
み

老
人
が
老
人
看
取
る
長
寿
国
　
　
　
　
大
庭
　
良
子

リ
ス
ト
ラ
の
首
の
し
こ
り
を
解
く
屋
台
　
片
岡
　
鶴
子

両
手
か
ら
漏
れ
た
話
よ
ご
用
心
　
　
　
一
条
は
る
志

奥
深
い
笑
顔
だ
値
打
ち
知
ら
さ
れ
る
　
草
野
　
　
清

羽
化
す
る
や
ピ
ア
ス
お
里
を
翔
び
去
り
ぬ
芝
　
玄
太
郎

あ
ち
こ
ち
へ
噂
を
と
ば
す
風
憎
い
　
　
菅
野
　
春
江

賞
味
期
限
切
れ
た
男
で
邪
魔
に
さ
れ
　
佐
藤
　
武
雄

生
き
延
び
る
つ
も
り
で
来
季
の
服
を
買
う
東
　
照
枝

圖
一
句
目
。
波
乱
万
丈
・
苦
節
五
十
年
。
こ
の
作
品

か
ら
「
偉
大
な
父
」
が
連
想
さ
れ
る
。
こ
の
父
を
超
え

よ
う
と
す
る
が
未
熟
な
自
分
に
は
到
底
超
え
ら
れ
な

い
。
深
い
人
間
洞
察
に
満
ち
た
現
代
川
柳
。
秀
句
。
二

句
目
。
「
女
の
業
」
と
し
て
と
ら
え
る
と
、
女
の
一
生

は
作
品
の
よ
う
な
「
業
に
生
き
業
に
死
す
」
で
表
現
さ

れ
よ
う
。
穿
ち
の
効
い
た
作
品
。
佳
句
。
三
句
目
。
川

柳
特
有
の
穿
ち
と
皮
肉
の
効
い
た
作
品
。
老
人
天
国
の

老
人
対
策
の
貧
困
さ
が
、
句
の
よ
う
に
老
人
の
自
衛
策

を
生
む
と
い
う
長
芽
限
分
糸
盾
さ
を
鋭
く
指
摘
し
て
い

る
。
佳
句
。



＼
／

　
　
　
　
∠

『
救
急
は
変
わ
る
』

公
立
刈
田
線
合
病
院

院
長
　
大
内
謙
二

平
日
（
月
～
金
曜
）
の
時
間
外
は
当
直

医
は
一
名
で
す
が
、
専
門
科
の
指
示
を

必
要
と
す
る
場
合
は
、
直
ち
に
担
当
す

る
科
の
医
師
に
緊
急
連
絡
し
て
指
示
を

受
け
る
か
、
あ
る
い
は
駆
け
つ
け
て
治

療
に
当
た
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
一
年
間
の
救
急
患
者
の
状
況
を

見
る
と
、
休
日
利
用
者
と
時
問
外
も
含

め
て
の
利
用
者
は
五
千
八
百
九
名
に
も

な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
一
七
％
の
患

者
さ
ん
が
入
院
し
て
い
ま
す
。
ま
た
救

急
車
搬
入
件
数
は
、
前
年
よ
り
も
二

四
％
多
い
七
百
五
十
三
件
で
し
た
。
一

日
の
平
均
で
み
る
と
二
・
一
件
に
な
り

ま
す
。
そ
の
う
ち
七
割
の
患
者
さ
ん
が

入
院
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
移
転
新
築
ま
で
の
三
年
間
現

在
の
手
狭
な
と
こ
ろ
で
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
職
員
］
同
地
域
の
救
急

医
療
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
か
ら
の
紹
介
患

者
さ
ん
お
よ
び
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
の

夜
間
時
の
急
を
要
す
る
方
は
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

市
の
組
織
機
構
が
変
わ
り
ま
す

お
年
寄
り
や
乳
幼
児
が
夜
問
に
急
に

発
病
し
た
と
き
、
す
ぐ
に
診
察
し
て
も

ら
え
る
病
院
が
あ
れ
ば
ど
ん
な
に
安
心

で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
地
域
住
民
の
皆

様
の
切
実
な
願
い
で
あ
り
、
か
つ
必
要

な
こ
と
で
す
。

　
現
在
、
白
石
地
域
で
は
日
曜
、
祝
日
、

年
始
の
在
宅
当
番
医
制
に
よ
る
一
次
救

急
医
療
と
、
休
日
の
仙
南
医
療
圏
の
病

院
群
輪
番
制
に
よ
る
二
次
救
急
医
療
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
土
曜
日

や
平
日
の
時
間
外
は
医
療
機
関
に
行
け

ば
す
べ
て
診
て
も
ら
え
る
と
い
う
体
制

に
な
っ
て
い
な
い
な
ど
、
救
急
に
関
す

る
苦
情
や
い
ざ
と
い
う
と
き
の
不
安
も

大
き
い
の
が
事
実
で
す
。

　
公
立
刈
田
綜
合
病
院
で
は
、
昨
年
一

年
間
は
土
曜
日
、
日
曜
日
を
医
師
二
名

の
当
直
で
対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
よ
う
な
要
望
に
こ
た
え
て
、
今
年
四

月
よ
り
さ
ら
に
充
実
し
た
救
急
体
制

で
、
土
曜
、
日
曜
に
加
え
、
祝
日
お
よ

び
年
末
年
始
の
救
急
患
者
さ
ん
の
診
療

を
行
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の

休
日
は
内
科
医
一
名
、
外
科
医
一
名
の

二
名
の
当
直
制
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、

〈
四
月
一
日
か
ら
の
本
庁
舎
・
健
康
セ
ン
タ
ー
の
配
置

　【本庁舎】

　　　　　　　　　　　　　議員1蜂
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　　保健指導室

保険課

【健康センター】

医師会・歯科医師会　　　　小会議室

栄養指導室　　　　　　　　大会議室

　　　　　　　　健康推進課
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階
　
　
階

4
　
　
　
　
　
3
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階
階
階

つ
σ
　
　
∩
乙
　
　
『
1

　
市
で
は
、
四
月
一
日
か
ら
組
織
機
構

の
改
革
に
伴
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
を

担
当
す
る
課
の
名
称
等
が
次
の
と
お
り

変
更
に
な
り
ま
す
。

・
税
務
課
に
、
介
護
保
険
料
係
が
新
設

さ
れ
ま
す
。

・
「
保
健
課
」
は
、
「
健
康
推
進
課
」
に

名
称
が
変
わ
り
、
ま
た
、
国
民
健
康
保

険
お
よ
び
老
人
保
健
に
関
す
る
こ
と
は
、

新
設
さ
れ
る
「
保
険
課
」
に
移
り
ま
す
。

・
福
祉
事
務
所
か
ら
、
介
護
保
険
に
関

す
る
こ
と
は
「
保
険
課
」
に
移
り
ま
す
。

【
新
た
な
課
・
係
】

O
税
務
課
－
介
護
保
険
料
係

O
健
康
推
進
課
（
盆
2
2
1
1
3
6
2
）

　
ー
総
務
係
、
予
防
係
、
保
健
指
導
係

O
保
険
課
（
宙
2
2
1
1
3
6
1
）

　
　
　
（
圃
2
2
1
1
3
6
3
）

　
ー
総
務
係
、
国
民
健
康
保
険
係
、

　
老
人
保
健
係
、
介
護
保
険
係

※
健
康
推
進
課
と
保
険
課
は
、
健
康
セ

ン
タ
ー
の
一
階
に
配
置
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
福
祉
に
関
す
る
相
談
や
申
請

等
は
、
本
庁
舎
一
階
生
活
環
境
課
の
窓

口
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
総
務
課
　
宙
2
2
1
1
3
3
1

国
民
年
金
か
ら

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
平
成
十
年
度
（
平
成
十
年
四
月
か
ら

平
成
十
一
年
三
月
ま
で
）
の
国
民
年
金

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
市
役
所
で
発
行
し
た
納
付
書
や
未
納

通
知
で
保
険
料
が
納
め
ら
れ
る
の
は
、

四
月
三
十
日
ま
で
で
す
。
そ
れ
以
降
は
、

使
え
な
く
な
り
ま
す
の
で
期
間
内
に
納

付
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
平
成
十
一
年
度
の
保
険
料
免

除
申
請
の
受
け
付
け
を
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
の
方
は
、
印
鑑
・
学
生

証
（
学
生
の
場
合
）
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課
国
民
年
金
係

　
宙
2
2
1
1
3
1
2

四
月
に
統
－
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

平
成
十
｝
年
度
年
金
額
改
定
の

お
知
ら
せ

　
平
成
十
一
年
度
の
主
な
年
金
額
は
、

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。
受
給
者
に

は
、
「
年
金
額
改
定
通
知
」
が
送
付
さ
れ

ま
す
。

・
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
（
満
額
）

　
　
　
　
　
　
八
〇
四
、
二
〇
〇
円

・
障
害
基
礎
年
金
の
年
金
額
（
一
級
）

　
　
　
　
　
一
、
○
〇
五
、
三
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
級
）

　
　
　
　
　
　
八
〇
四
、
二
〇
〇
円

・
遺
族
基
礎
年
金
の
年
金
額

（
十
八
歳
未
満
の
子
　
一
人
の
場
合
）

　
　
　
　
　
一
、
〇
三
五
、
六
〇
〇
円

・
老
齢
福
祉
年
金

　
　
　
　
　
　
四
一
二
、
○
O
O
円

　
統
一
地
方
選
挙
が
次
の
日
程
で
行
わ

れ
ま
す
。
み
ん
な
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

●
宮
城
県
議
会
議
員
選
挙

・
告
示
日
　
四
月
二
日

・
投
票
日
　
四
月
十
一
日

●
白
石
市
議
会
議
員
選
挙

・
告
示
日
　
四
月
十
八
日

・
投
票
日
　
四
月
二
十
五
日

四
月
か
ら
老
人
医
療
費
の

自
己
負
担
額
が
変
わ
り
ま
す

　
七
十
歳
以
上
（
寝
た
き
り
な
ど
の
場

合
は
六
十
五
歳
V
の
方
は
、
老
人
保
健

制
度
で
医
療
機
関
に
か
か
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
そ
の
際
の
一
部
負
担
金
の

額
が
次
の
と
お
り
平
成
十
］
年
四
月
↓

日
か
ら
変
更
に
な
り
ま
す
。

◆
外
来
　
一
日
に
つ
き
　
五
三
〇
円

　
一
カ
月
に
四
回
を
限
度
と
し
て
、
一

つ
の
医
療
機
関
ご
と
に
支
払
い
ま
す
。

た
だ
し
、
医
科
と
歯
科
で
は
別
々
に
支

払
い
ま
す
。

◆
入
院
一
日
に
つ
ぎ
一
、
一
一
〇
〇
円

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方
は
、

一
カ
月
に
三
五
、
四
〇
〇
円
を
限
度
と

し
ま
す
。
（
た
だ
し
、
「
入
院
時
一
部
負

担
金
限
度
額
適
用
認
定
証
」
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
申
請
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
保
険
課

　
宙
2
2
1
1
3
6
1

　
こ
れ
か
ら
の
県
政
・
市
政
に
私
た
ち

の
声
を
代
弁
し
て
く
れ
る
人
を
選
ぶ
、

最
も
身
近
で
大
事
な
選
挙
で
す
。
私
た

ち
の
願
い
が
、
正
し
く
政
治
に
反
映
さ

れ
る
よ
う
に
義
理
や
人
情
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
候
補
者
の
主
義
、
主
張

と
人
格
を
見
極
め
て
、
自
分
の
判
断
で

正
し
い
一
票
を
行
使
す
る
と
い
う
基
本

的
な
選
挙
の
ル
ー
ル
を
守
り
な
が
ら
、

投
票
に
総
参
加
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
宮
城
県
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
、

市
内
か
ら
県
内
の
市
町
村
へ
転
出
し
て

四
カ
月
を
経
過
し
て
い
な
い
人
が
投
票

さ
れ
る
と
き
は
、
「
引
き
続
き
県
内
の

市
町
村
に
居
住
し
て
い
る
証
明
書
」
が

必
要
と
な
り
ま
す
か
ら
、
居
住
し
て
い

る
市
町
村
長
か
ら
交
付
を
受
け
て
転
出

前
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
薗
2
2
1
1
3
1
5

選挙人名簿登録要件等
白石市議会議員選挙宮城県議会議員選挙

平成11年4月17日平成11年4月！日名簿登録基準日

日本国民で年齢満20年以上の方

（昭和54年4月26日までに生まれ
た方）

平成11年1月17日までに転入届を

し、引き続き居住している方。

日本国民で年齢満20年以上の方

（昭和54年4月12日までに生まれ
た方）

平成11年1月1日までに転入届を

し、引き続き居住している方。白

石市から県内の市町村へ転出して、

まだ4カ月を経過していない方。

年齢要件

住所要件

午前7時～午後8時（繰り上げ投票は従前どおりです）投票時間

4月25日午後9時20分から中央公
民館において行います。

投票日当日やむを得ない事由で投

票所に行けない方は、4月18日か

ら4月24日（午前8時30分～午後

8時）の間に不在者投票を行うこ

とができます。投票する場合には、

入場券をご持参ください。

4月11日午後9時20分から中央公
民館において行います。

投票日当日やむを得ない事由で投

票所に行けない方は、4月2日か

ら4月10日（午前8時30分～午後

8時）の問に不在者投票を行うこ

とができます。投票する場合には、

入場券をご持参ください。

票開

不在者投票

平成！1年4月18・19日（午前8時

30分～午後5時）の2日問。

平成11年4月2・3日（午前8時
30分～午後5時）の2日間。

選挙人名簿の

縦覧期問

郵送により配布いたします。（4名記載用はがきですので、各自切

離して、持参してください。）入場券

白石市選挙管理委員会事務局（自石市役所1階〕
不在者投票と名

簿の縦覧の場所



人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　
皆
さ
ん
が
、
毎
日
の
生
活
を
営
ん
で

い
く
う
え
で
、
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
り
、
法
律
上

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
わ
か
ら
な
い
た

め
困
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
あ
な
た

の
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
相
談
は
無
料

で
、
相
談
さ
れ
た
こ
と
は
一
切
秘
密
に

扱
わ
れ
ま
す
。

●
お
間
い
合
わ
せ
先

　
白
石
市
生
活
環
境
課

　
薗
2
2
1
1
3
1
4

『
介
護
休
業
給
付
制
度
』

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　
平
成
十
一
年
二
月
一
日
付
け
を
も
っ

て
、
法
務
大
臣
よ
り
次
の
方
々
が
人
権

擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

・
清
原
正
司
（
不
澄
ヶ
池
1
2
1
1
6
）

・
柴
谷
信
子
（
沢
端
町
2
番
2
3
号
）

　
な
お
、
主
な
仕
事
は
皆
さ
ん
の
人
権

が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
絶
え
ず
見
守

り
、
も
し
人
権
が
侵
さ
れ
た
り
侵
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
場
合
に
は
、
相
談
相

手
に
な
っ
て
そ
の
救
済
を
図
る
と
と
も

に
、
人
々
の
間
に
正
し
い
人
権
の
考
え

方
を
広
め
た
り
す
る
こ
と
を
使
命
と
し

て
い
ま
す
。翻

蘭
編
雛
の
方
短
嚢
壷
￥

　
本
年
1
2
月
31
日
ま
で
に
満
7
7
か
ら
9
9

歳
（
明
治
3
3
年
1
月
1
日
か
ら
大
正
n

年
1
2
月
31
日
ま
で
の
出
生
者
V
に
な
ら

れ
る
方
で
、
本
年
3
月
3
1
日
現
在
に
お

い
て
日
本
の
国
籍
を
有
し
、
自
石
市
に

住
所
を
有
す
る
方
に
市
敬
老
祝
金
を
贈

呈
し
ま
す
。

　
な
お
、
民
生
・
児
童
委
員
を
通
し
て

4
月
末
か
ら
該
当
者
の
自
宅
に
お
届
け

し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
福
祉
事
務
所
薗
2
2
－
1
4
0
0

　
家
族
の
介
護
の
た
め
介
護
休
業
を
取

得
し
た
場
合
、
休
業
開
始
前
賃
金
に
一

定
率
を
乗
じ
て
得
た
給
付
金
を
本
人
に

支
給
し
ま
す
。

●
支
給
要
件

　
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
が
介
護
休
業

を
し
た
場
合
に
、
休
業
開
始
日
前
二
年

間
に
、
賃
金
支
払
い
基
礎
日
数
が
十
一

日
以
上
で
あ
る
月
が
通
算
し
て
十
ニ
カ

月
以
上
あ
る
こ
と
。

●
支
給
額

　
休
業
期
問
三
カ
月
を
限
度
と
し
て
、

休
業
開
始
前
賃
金
の
二
五
％
に
相
当
す

る
額
。

●
実
施
時
期
　
平
成
十
一
年
四
月
一
日

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
石
管
理
課
業
務
係

　
盆
2
5
1
3
1
0
7

春
の
消
防
演
習
市
内

－
斉
サ
イ
レ
ン
に
つ
い
て

　
自
石
市
消
防
団
で
は
、
四
月
四
日

（
日
）
午
前
八
時
三
十
分
よ
り
自
石
中

学
校
校
庭
に
お
い
て
、
春
の
消
防
演
習

を
行
い
ま
す
（
雨
天
時
は
白
石
第
一
小

学
校
体
育
館
）
。

　
当
日
、
団
員
招
集
の
た
め
午
前
七
時

に
市
内
一
斉
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
お
よ
び

打
鐘
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
火
災
と
問

違
え
な
い
よ
う
ご
注
意
願
い
ま
す
。

馨
轍
舗
鞭
襟

　
　
　
　
な
い
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

　
A
．
白
石
市
の
国
民
健
康
保
険
税
は
8

　
期
制
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
4
月
に
は

　
1
期
ー
3
期
分
、
8
月
に
は
「
本
賦
課
」

　
と
呼
ば
れ
る
4
－
8
期
分
の
納
付
書
を

　
ご
送
付
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
ご
質
問
の
4
月
発
送
の
納
付
書
で
す

　
が
、
こ
れ
は
「
暫
定
賦
課
」
と
呼
ば
れ
る

　
仮
の
税
額
で
、
前
年
度
の
税
額
の
3
一
8

自
石
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
匿
設
立

　
ー
さ
ま
ざ
ま
な
お
仕
事
を
お
引
き
受
け
し
ま
す
ー

　
臼
石
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

三
月
三
日
に
設
立
総
会
を
開
き
、
正
式

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
会
員
は

約
百
五
十
名
で
、
い
ろ
い
ろ
な
技
術
、

技
能
を
持
っ
た
方
が
い
ま
す
。
事
業
所

で
、
ま
た
ご
家
庭
で
の
臨
時
の
仕
事
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
電
話
く
だ
さ

●
事
務
所
　
白
石
市
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
（
旧
市
民
会
館
内
）

　
宙
2
2
－
0
7
8
3

　
圃
2
2
－
1
6
3
6

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
に
は
、

加
入
者
の
皆
さ
ん
の
所
得
や
固
定
資
産

税
額
等
の
保
険
税
の
計
算
の
基
に
な
る

数
字
が
確
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

「
暫
定
賦
課
」
で
暫
時
納
付
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
そ
の
後
、
「
本
賦
課
」
と
し

て
8
月
に
送
付
し
ま
す
4
～
8
期
分
で
、

確
定
し
た
年
税
額
か
ら
ー
～
3
期
分
を

差
し
引
き
調
整
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
4
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
－
期
の

納
期
で
す
。
納
期
内
納
付
に
こ
協
力
を
ー
・

わたしたちが主役ですll

l　　・　慧臆轄聴噛穆づ《⑳
　　　　　　　　　ンリ「ス⑩　通園麺設・｛蝶所

逓園施設　ひごうぜん

　平成10年4月に開園。発達に心配

のある就学前の子供たちが小集団で

遊びを通し、日常生活の基礎づくり

をするための母子通園施設です。

O場所　寿山15－8

　　　（東保育園敷地内）

　盧25－2172

※通園、通所の相談は、それぞれの

施設、作業所または福祉事務所（宙

22－1400）、健康推進課（宙22－1362）ま

でどうぞ。

福祉作業所　やまぶま園

　昭和63年4月に開所。在宅で心身

に障害のある方々に生活訓練や授産

指導を行っています。現在、建物が

老朽化してきているので改築等に向

けて検討会が発足しています。

O場所　南町一丁目1－38

　宙26－2243

ポプラ侑業所

　平成10年4月、市健康センター内

から福祉の里に作業所を新築移転し、

在宅の精神に障害のある方々に生活

指導や作業訓練を行っています。

O場所　福岡蔵本字茶園62－1

　　　　（総合福祉センター隣）

　宙22－1400（内線201～203）

市民の皆様へ

　　　4月のごみ収集日について（お知らせ）
◆ごみの収集日（地区ごとに収集しています．曜日の見方は第何回目となります

不燃こみ
第4／火

第4／月

第4／金

第4／木

第4／金

第4／月

第4／水

区　　　　分

資源・ビン類

第2・第5／火

第2・第5／月

第2・第5／金

第2・第5／木

第2・第5／金

第2・第5／月

第2・第5／水

ご　　　　み

資源・缶プラ

第1・第3／火

第1・第3／月

第1・第3／金

第1・第3／木

第1・第3／金

第1・第3／月

第1・第3／水

可燃こみ

火・金

月・木

月・木

目・水・木

火・水・金

　　地　　　区（地　域　名）

A地区（越河、斎川、大平）

B地区（大鷹沢、白川、小下倉）

　　　（大鷹沢田中）

C地区（福岡、小原）

D地区（市街・東北本線東側）

　　　（鷹巣）

E地区（市街・東北本線西側）

不燃こみ

　27

◆上記をあなたの地区にあてはめると平成11年4月の収集日は下記のようになります。
　（※祝日等により収集日が…　にカることがありま　ので、　認の’え、ごみを　して

資源・ビン類

　　13

資源・缶プラ

　6・20

　　可　燃　ご　み

9・13・16・20・23・27・302・6

　地区名
越河・斎川・大平

26125・19

239・302・16

228151

8・12・15・19・22・2651

大鷹沢・白川・小下倉

大鷹沢田中

福岡・小原

239・302・16

2612
5・19

1・5・7・8・12・14・15・19・2
22・26・28

市街・東北本線東側

（白石工業高校側）

鷹巣

28147・21
2・6・7・9・13・14・16・20・2
23・27・28・30

市街・東北本線西側

　（白石市役所側）

◆お　願　い
1．こみは収集日を守り、必ず収集日の朝8時30分までに出してください。
2．生ごみは、十分に水分を切ってから出してください。

3．ペットボトルは燃やさないで、資源こみとして出してください。
4．スプレー缶は中身を使い切ってから応をあけ、資源ごみとして出してください。

◆ごみは指定の袋に入れて集積所へ
1．こみはあなたが住んでいる自治会管理の集積所へ出してください。

2．他の自治会管理の集積所への持ち込みはしないでください。
　◎仙南リサイクルtzンターでは、（盈33－2225）では、一般家庭の「不燃性粗大ごみ』を平日と毎月第3土曜日（8：30

　　　～11：30）に受け付けしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●お問い合わせ先　市生活環境課　宙22－1314

◆
樹
木
・
草
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

・
次
の
基
準
に
よ
り
、
平
成
十
一
年
四

　
月
一
日
よ
り
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な

　
り
ま
し
た
。

・
受
け
入
れ
る
樹
木
・
草
は
居
住
地
内

　
で
発
生
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

●
樹
木
（
受
け
入
れ
の
大
き
さ
等
V

①
直
径
（
太
さ
）
は
1
0
㎝
以
内
の
も
の

　
に
限
り
ま
す
。

②
長
さ
は
30
㎝
以
内
に
す
る
こ
と
。

③
ご
み
集
積
所
に
出
す
場
合
は
、
よ
く

　
乾
燥
さ
せ
た
後
、
可
燃
ご
み
用
袋
に

　
入
れ
る
か
、
ビ
ニ
ー
ル
製
以
外
の
可

　
燃
性
の
ひ
も
な
ど
で
型
く
ず
れ
し
な

　
い
よ
う
に
、
し
っ
か
り
縛
る
こ
と
。

　
縛
る
場
合
の
一
束
は
直
径
・
長
さ
と

　
も
に
3
0
㎝
以
内
に
す
る
こ
と
。

④
直
接
、
自
石
衛
生
セ
ン
タ
ー
に
持
ち

　
込
む
場
合
は
よ
く
乾
燥
さ
せ
た
後

　
に
、
指
定
の
直
径
、
長
さ
に
す
る
こ

　
と
。
持
ち
込
み
の
量
は
軽
ト
ラ
ッ
ク

　
に
積
め
る
程
度
と
し
、
持
ち
込
み
回

　
数
は
一
日
一
回
を
限
度
と
し
ま
す
。

⑤
木
の
根
、
生
木
で
太
く
堅
い
も
の
、

　
土
の
付
着
し
た
も
の
は
処
理
で
き
ま

　
せ
ん
の
で
、
持
ち
込
み
を
お
断
り
し

　
ま
す
。

●
草・

よ
く
乾
燥
さ
せ
た
後
に
、
土
が
付
着

　
し
て
い
な
い
状
態
に
し
て
、
可
燃
ご

　
み
用
袋
に
入
れ
、
ご
み
集
積
所
に
出

　
す
か
、
自
石
衛
生
セ
ン
タ
ー
に
持
ち

　
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
量
は
家
庭
で
除

　
草
し
た
程
度
の
量
に
す
る
こ
と
。



＝
▼

■「狭心症について」

公
立
刈
田
綜
合
病
院

循
環
器
科
医
員
菅
野

裕
幸

ゐ
．
3
ソ

■　
心
臓
は
血
液
を
全
身
に
送
る
臓
器
で

す
。
心
臓
が
働
く
た
め
に
は
、
酸
素
や

栄
養
が
必
要
で
、
心
臓
自
身
に
も
血
管

が
必
要
で
す
。
心
臓
全
体
に
栄
養
を
送

る
血
管
を
冠
状
動
脈
と
い
い
ま
す
。
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
沈
着
な
ど
の
動
脈
硬

化
に
よ
っ
て
、
血
管
内
腔
が
狭
窄
し
た

り
、
ま
た
狭
窄
が
な
く
て
も
血
管
が
収

縮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
冠
状
動
脈
に
血

流
障
害
が
起
こ
る
こ
と
を
心
筋
虚
血
と

い
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
起
き
た

心
筋
の
障
害
を
虚
血
性
心
疾
患
と
い

い
、
そ
の
う
ち
虚
血
が
一
過
性
の
も
の

を
狭
心
症
、
冠
状
動
脈
の
血
流
が
途
絶

え
て
、
心
筋
が
壊
死
に
陥
っ
た
状
態
を

　
　
こ
う
そ
く

心
筋
梗
塞
と
い
い
ま
す
。

　
狭
心
症
の
症
状
は
、
運
動
、
食
事
、

喫
煙
な
ど
が
誘
因
と
な
り
、
胸
部
に
痛

み
や
圧
迫
感
を
生
じ
、
し
ば
し
ば
左
肩
、

の
ど
、
歯
な
ど
へ
放
散
痛
を
伴
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
症
状
は
、
持
続
時
問
は
短
く
、

通
常
は
安
静
に
す
れ
ば
五
分
ぐ
ら
い
で

消
失
し
ま
す
が
、
三
十
分
以
上
続
く
場

合
は
心
筋
梗
塞
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

診
断
に
は
、
心
電
図
、
カ
テ
ー
テ
ル
検

査
な
ど
を
行
い
ま
す
。
治
療
は
、
亜
硝

酸
剤
な
ど
の
薬
物
療
法
が
中
心
と
な
り

ま
す
が
、
先
端
に
バ
ル
ー
ン
（
風
船
）

の
つ
い
た
カ
テ
ー
テ
ル
を
用
い
て
冠
動

脈
の
狭
窄
部
を
拡
張
す
る
冠
動
脈
形
成

術
（
P
T
C
A
）
な
ど
が
あ
り
、
当
院
で

も
年
間
約
三
十
例
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
予
防
に
は
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
、

肥
満
を
防
ぐ
食
事
、
適
度
な
運
動
、
禁

煙
な
ど
の
日
常
生
活
が
何
よ
り
大
切
で

す
。

のしむ

z

々子いな

，虫歯を早く治しτ

　　メタン〃をも6おうノ

　虫歯ができてしまったら治療しなけ

れば治りません。特に、子供の虫歯は

進行が早いので、早めに治療すること

が大切です。

　そこで、平成10年4月から「むし歯

のない子」の対象児に治療を終了した

お子さんも含まれることになりました。

ぜひ、虫歯があるお子さんも3歳6カ

月健診までに、虫歯を治してメダルを

もらいましょう。

　今回の3歳6カ月児健診で虫歯の無かったお子さんです。
ずっと健康な歯でいてね！
東山　侑正くん　　〔福岡八宮）　　　　　　　佐竹　裕樹くん　　（鷹巣）
片田　和樹くん　　（福岡長袋）　　　　　　　引地　啓太くん　　（東町）
島倉　早絵ちゃん（郡山）　　　　　　　　　箱崎　　純ちゃん（旭町）
上野　紘平くん　　（白川津田）　　　　　　　國分　　華ちゃん（旭町）
佐藤　圭衣ちゃん（大平森合）　　　　　　　菊地　　諒くん　　（東町）
布施　清美ちゃん（旭町）　　　　　　　　　前川　梨奈ちゃん（西益岡町）
管原　綾女ちゃん（八幡町）　　　　　　　　菊地　音々ちゃん（鷹巣）
渡辺　真希ちゃん（郡山）　　　　　　　　　松野　由依ちゃん（斎川）
佑藤　況汰くん　　（大鷹沢大町）　　　　　　高橋　和也くん　　（福岡八宮）
新田　彬友くん　　（福岡長袋）　　　　　　　佐藤　圭佑くん　　（斎川）
高梨はるなちゃん（福岡八宮）

　　　l　　　　　　　／一コ禰
僻
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低力ロリーの
＾

噌
￥
み
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気磯’1
　　　　　　　　　’
ヘルスメイト白石　　，

佐藤あつ子さん　1

　　　　（斎川）ノ
　　　　　　　　ノ
　　　　　　　！
　　　　　　　／
　　　　　　／
　　　　　　／
　　　　　！

鶏と野菜の香味焼き．
脚
．
墜

寒

野棄たっぶ”の鶏バーグです
クレソン右加究ご春の香りを食卓に’ノ

　　材料4人分

償li灘
ニンジン…・……一一・・50g

生しいたけ…・……・…・4枚

クレソン・。一一一一一一一40g
ねぎ・・一一一・・・・…　”・・40g

片栗粉…・・………大さじ3
サラダ油…一・…・…大さじ1

甘酢1鑑獣臨難1

〈
作
り
方
〉

①
ニ
ン
ジ
ン
は
細
い
せ
ん
切
り
、
し
い

　
た
け
、
ク
レ
ソ
ン
、
ね
ぎ
は
み
じ
ん

　
切
り
。
切
っ
た
野
菜
に
片
栗
粉
を
加

　
え
、
よ
く
混
ぜ
て
お
く
。

②
（
a
）
を
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
、
①
を

　
加
え
て
さ
ら
に
よ
く
こ
ね
る
。

0
②
を
4
等
分
に
し
て
、
さ
ら
に
1
等

　
分
を
3
個
ず
つ
に
し
、
丸
く
平
た
く

　
形
を
整
え
る
。

④
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
熱
し
、
や
や
弱

　
火
で
じ
っ
く
り
焼
く
。
そ
こ
に
甘
酢

　
を
入
れ
、
照
り
が
出
る
ま
で
煮
か
ら

　
め
る
。

⑤
付
け
合
わ
せ
の
野
菜
を
添
え
て
盛
り

　
つ
け
る
。

回回
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、
．
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催眠（FS）商法ぞ
羽毛布団を買った

　
最
近
、
街
の
空
き
店
舗
、
駐
車
場
で

テ
ン
ト
や
幕
を
張
り
、
入
場
者
の
出
入

り
を
遮
断
し
健
康
の
話
を
し
た
り
、
家

庭
雑
貨
を
無
料
で
配
布
し
、
最
後
に
高

額
な
布
団
を
売
り
つ
け
る
商
法
を
よ
く

見
か
け
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
商
法
に
合

っ
た
場
合
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
解

約
が
で
き
る
か
、
例
を
挙
げ
て
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
ま
し
よ
う
。

Q
．
七
十
五
歳
の
き
ん
さ
ん
は
、
「
日
用

品
を
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
、
A
店
の

駐
車
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
」
と
い
う

チ
ラ
シ
を
見
て
、
近
所
の
ぎ
ん
さ
ん
を

誘
っ
て
会
場
に
行
き
ま
し
た
。

　
卵
の
パ
ッ
ク
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ

ー
、
洗
剤
な
ど
の
日
用
品
を
も
ら
い
、

健
康
の
話
を
お
も
し
ろ
く
聞
か
さ
れ
た

後
に
、
「
番
号
札
を
上
げ
て
1
」
と
言
わ

れ
た
の
で
上
げ
る
と
、
「
3
番
、
5
番
、

8
番
、
9
番
の
方
大
当
た
り
、
こ
の
番

号
以
外
の
人
は
お
帰
り
く
だ
さ
い
。
十

三
時
に
お
友
達
を
誘
っ
て
ま
た
来
て
く

だ
さ
い
。
午
後
は
鍋
と
ラ
ー
メ
ン
を
無

料
で
あ
げ
ま
す
、
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
」
と
言
い
み
ん
な
を
帰
し
ま
し
た
。

励

運
良
く
当
た
っ
た
き
ん
さ
ん
は
、
も
っ

と
素
晴
ら
し
い
景
品
が
も
ら
え
る
も
の

と
内
心
喜
ん
で
い
ま
し
た
が
、
「
当
た
っ

た
四
人
に
特
別
市
価
の
半
額
で
お
分

け
し
ま
す
。
」
と
言
っ
て
羽
毛
布
団
を

出
し
て
き
ま
し
た
。
残
っ
た
四
人
の
側

に
男
の
販
売
員
が
つ
き
、
個
人
的
に
羽

毛
布
団
の
説
明
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の

と
き
、
き
ん
さ
ん
は
怖
く
な
り
契
約
を

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
布
団

は
い
ら
な
い
の
で
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

で
し
よ
う
か
。

ア
ド
バ
イ
ス

　
八
日
間
以
内
で
あ
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
ス
無
条
件
解
約
）
が
で
き
ま
す
。

　
き
ん
さ
ん
の
よ
う
に
販
売
の
目
的
を

説
明
し
な
か
っ
た
り
、
偽
り
の
説
明
を

し
た
り
、
特
典
の
強
調
を
し
た
り
と
い

う
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
は
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
期
問
が
過
ぎ
て
も
解
約
の
方

法
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
き
ら
め
ず

相
談
を
し
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
消
費
生
活
相
談
室

　
　
　
　
（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

　
薗
2
2
－
0
7
8
3

佃
調査年月日：平成11年3月1日

安値
5，300

　540
　650
　　72

　　92

　398
　638
　598
　　98

　　328

　　170

対解闘比

＋　133

－　183

　　　　48

　　　　　3

－　　6

＋　34

比高億
3　5，600

3　　720

8　　810

3　　76

6　　93

4　　398
　　　　798

　　　　697

4　　150
　　　　348

　　　　175

平均価格対萄

5，466＋

　　613－

　　738

　　　74

　　　92－

　　398＋
　　691

　　658

　　126＋
　　341

　　173

　　　規　　　格

一般家庭用、10血

18’
184
1召、店頭価格、現金売り

12、レギュラーガソリン、現金売り

合成洗剤、高密度粉末1，2k〔15kでも可1

液体、ポンプタイプ、700～780濾

VHS，録画時間120分，スタンダードタイブ，3巻総，換算可

長袖ワイシャツ1枚、綿あるいは綿混紡、店頭渡し

固形、プロセス、箱入り、200～225

Mサイズ、10個入り1パック

品　　目
プロパンガス

灯油（店頭〉

灯油（配達）

軽　油
ガソリン
洗濯用洗剤

シヤンプー

ビデオテープ

クリーニング

チーズ
鶏　卵

安値

　　98

　298
　198

遡　148
　198
　268
　880
　　198

　298
　258

高値

　128
　358
　295
2，550

　168
　248
　670
　980
　200
　830
　448

対前桐月比

一　　8

－　30

45

平均価格

　　113

　　328

　　246

2，265

　　158

　　223

　　469

　　930

　　199

　　564

　　353

　　規　　　格
普通品（1斤入り）1袋
サラダ油（食用調舗ボリ容器入り、L500

11琶飯はカップ刷高級品は除く1，だし入呵

宮城県産ひとめぽれ1GO％10kg（5㎏は換算可）

14、紙パック入り
ロース、チルド、100

赤身、切鱒II身用）きはだ又はめばち100

輸入品、無頭、長さ8～10cm、100

普通品1k
普通品1k
ロース、チルド、100g

品　目
食パン
食用油
み　そ
うるち米

牛　乳
輸入牛肉

まぐろ
え　び
にんじん

ね　ぎ
国産牛肉



「ALTA　shiroishi」勤労青少年ホーム
●お問い合わせ・お申し込みは一

開館時聞
　　　　　　　面。圃25－372013＝00～21：00

平成11年度受講生募集！！一4月12日から受付開始一

1．定期講座（平成11年5月～平成12年2月〉

　講座名　　　　　　　　　　　教材費等　　　　　　曜日・時間

日本舞踊
書 道

茶 道

民 帯
缶

エリック先生の

英会話教室

手　編　み

着物着付

染物教室

華道　池坊

エアロビクス

半沢誠子の
funkycooking

華道　小原流

毎週月曜日
18：30～21：00

毎週月曜日
19：00～21：00

毎週火曜日

18：30～21：00

毎週火曜日
19；00～21100

毎月第1・3火曜日

20：15～21：15

毎月第2・4火曜日

18130～21：00
毎週水曜日
18：30～21：00
毎月第1・3水曜日

19；OO～21：00

毎週木曜日
18：30～21：00

毎週木曜日

19：00～21：00

毎月第1・3木曜日

18：30～21100

毎週金曜日
19：00～21：00

教本代
年6，000円

菓子代

月500円

教本代
年1，000円

受講料

月2，000円

材料実費

材料実費

花代
1回1，000円

受講料

月2，000円

材料費
年16，000円
（8，000円ずつ

2回徴収）

花代
1回1，000円

準備物

浴衣、扇子

書道用具

ふくさ、

懐紙等

筆記用具

鉤針、棒針

着物

エプロン

花ばさみ

着
靴

動
動

運
運

エプロン、

持ち帰り

容器

花ばさみ

美しく華やかに舞ってみません
か。きっと優雅な気分に・一

　　　内　　容

習っていれば何かと役立つ書道。
じっくり学んでみませんか。

忙しい毎目だからこそ心を落ち
着けて、ゆったりとした気分で
お茶に親しんでみませんか。

民謡は目本の心。忘れていた何
かを思い出せるかも…

英会話はネーティブに習うのが
一番。ゲームもしますので気軽
に参加してみてください。

手編みのプレゼントも夢じゃあ
りません。

美しく装うこと…とても気持ち
のよいことです。初心者大歓迎。

身近な材料ですてきな染物づく
りしませんか。

心を静めて、花に向かってみま
せんか。

汗をかいて楽しくエクササイズ
・・終わったあとは心地よいリラ
ックスが待っています。

みんなで楽しくお料理しましょ
う。もちろんできたら一緒に食
べよう。

生け花に心の安らぎ見つけてみ
ませんか。

2．短期（前期）講座（平成11年5月～平成11年7月）

準備物

生花を使ったアレンジメント。
ちょっとしたアレンジでセンス
アップしてみませんか。

　　　内　　容

　春です。カルチャーな生活始めて

みませんか。充実の17講座があなた

をバックァップ。ぜひこの機会にお

申し込みください。

講座名　　　　曜日・時間
フラワー
アレンジメント
（フレッシュ）

フラワー
アレンジメント
（ドライ）

卜一ル

ペインティング

手話教室

フラメンコ

第1・3水曜日
19：00～21＝00
（全6回）

第2・4水曜日
19：00～21：00
（全6回）

第1・3木曜日

19100～21：00
（全6回）

毎月第2・4木曜日

18＝30～20：30
（全6回）

第2・4土曜日

19：00～2α30
（全6回）

教材費等

実費
1回2，000円

程度

実費
1回2，000円

程度

実費
1f乍品2，000円

程度

（2作品予定）

受講料
月3，000円

花ばさみ、

エプロン

み
ン

さ
ロ
チ

ば
プ
ン

花
エ
ペ

キッチンペ
ーパー、筆

洗い用の
バケツ、筆

記用具

筆記用具

かかとの太

い上履き
用のパン
プス

造花やドライフラワーを使って
リースやコサージュを製作しま
す。

優しい木のぬくもりと美しい色
彩のトールペインティング。カ
ントリークラフトの世界を体験
してみませんか。

社会的にも重要な手話。この機
会にぜひ習ってみませんか。

人気のフラメンコがついに登場。
基本からお教えしますので初心
者でも安心して受講できます。

☆こ利用できる方☆

　白石市内に在住、もしくは勤務先

のある30歳までの方であれば、どな

たでもご利用いただけます。（年齢が

該当しない方でも、ご利用いただけ

る場合がありますのでお問い合せく

ださい。）

☆お申し込み方法☆

1．ご来館または電話でお申し込み

ください。（定期講座、短期講座とも

定員は18名です。お申し込みは先着

順となります。申込者が少ない場合

は、開講しない講座もございますの

でご了承ください。）

2．お申し込みのときにALTAshiroi

shi利用者会にご入会いただきます。

入会金1，000円で1年間有効。定期講

座、短期講座、サークルを問わず何

講座、何サークルでもご利用いただ

けます。

☆受付時問☆

　13：00～21：00（日曜、祝祭日を除く）

、　『

幽贈緊，

狛

▲パラグライダー…短期（後期）講座予定

3．サークル（平成11年4月～平成12年3月）

　　　　　　　　　　　　　会費　サークル名　　　　　　曜日・時間

矛

ALTA’s　TOY

バウンドテニス

ピンポンクラブ

バドミントン

Ryu（りゅう）

ALTA写真倶楽部

毎週月曜日

19：00～2tOO

毎週火曜日
（会場の都合により
変更する場合あり）

19100～21＝00
毎週水曜日
19＝00～21＝00

毎月第2・3・4木曜日

19：00～21＝00

木曜日（不定期）

19＝00～21：00

上映会は年6回予定

毎月第3金曜日
19：00～21；00

実費

月500円

ボール代

シャトル代

月1，000円

月1，500円

インドアからアウトドアまで、楽しい
ことなら何にでも挑戦する自由なサー
クルです。

　　　　内　　容

バウンドテニスはスカッシュとテニス
を組み合わせたような新種のスポーッ。
キューブで開催しますので雨天時や冬
季でも安心。

個性派メンバーと楽しくピンポンしま
せんか。

初心者大歓迎。会場は勤労者体育セン
ターです（東町）。

映画鑑賞サークルです。これまでにア
テネ（白石市情報センター）を利用して3
回ほどミニ上映会を開催しています。

毎月撮影した作品を持ち寄って、フォト
ァドバイザーの渡辺庄吉先生からワン
ポイントアドバイスをいただいていま
す。年2回の撮影会もあり。

、
．
L
萎

　
　
　
き
　
　
ド

響
宰
無

　
・
』
義
　
　

〆
孟
短

・
畢
繋
鐙

撃
梅
、
「
”

写 自石市文化体育活動センター〔キューブ1離…二握§8

横山幸雄の夕べ
4月の休館日　7・14・21・28日

　日本人として最年少でショパンコ

ンクール入賞（3位）を果たすなど、

輝かしい経歴を持つ天才ピアニスト。

●日時　4月24日（土）

　　　　開場17：30、開演18：00

●チケット　4，000円（全席指定）

　　　　※囲2，000円
●司会・お話　三枝成彰

●出　演　横山幸雄（ピアノ）

小原孝の夕べ

　キューブ主催のコンサートにつ

き、託児を行います（要予約）。

●対象3歳から小学校低学年まで

　おなじみの歌謡曲や最新のヒット

曲などを自由自在なピアノ曲として、

楽しく聞かせてくれます。

●日時　5月22日（土）

　　　　開場17130、開演18：00

●チケット　4，000円（全席指定）

　　　　※囲2，000円
●司会・お話　三枝成彰

●出演小原孝（ピアノ）

●料金無料
●時　間　開場時刻～終演時刻まで

●予　約　開催日の1週間前まで

いきいぎプラザ お問い合わせ、お申し込みは…

　　　　　　盧22凹1635

「市民ギャラリー』からのお知らせ

★平成11年度フリーマーケット開催日

　4／24、5／22、6／26、7／24、

　8／28、9／25、10／23、11／27、

　12／25、1／22、2／26、3／25

4月の休館日　5・12・19・26日

　毎月第4土曜日9：00～12：00に定例

開催します。出店希望の方は、開催

日の3日前までにいきいきプラザに

お申し込みください。（電話も可）

「2階リサイクルプラザ」からのお知らせ

★『りけイクル本』コーナ。綱介

　家庭で読み終えた本をこのコーナ

ーにお持ちください。1冊を1ポイ

ントで換算しポイントカードを発行

いたします。ポイント分だけこのコ

ーナーの本をお持ち帰りできます。

★りけイ勿ル畿室

　～牛乳パックから作る小物～

●日時　4月24日（土）10：00～

●持参する物

　14の牛乳パック1本、包装紙

●参加費　無料

※電話でお申し込みください。

● 古典芸能伝承の館　碧水園宙．圃飾794g

碧水園子ども茶会
4月の休館日　5・12・19・26・29日

　春休み、みんなで碧水園の子ども

茶会を楽しんでみませんか。お茶、

お菓子のおはこびも体験できます。

●日　時　4月4日（日）10：00～15：00

●お茶券　高校生以下無料、

　　　　大人400円

「野村狂言万の会」白石公演
　　　　　　よろず

●日　時　5月5日（祝）13：00開演

●場所碧水園能楽堂
●公演内容

・和泉流狂言「鐘の音」、「佐渡狐」

　レクチャー＆デモンストレーション

●チケット　3，500円（全席自由）

●出　演　野村万之丞、小笠原　匡、

　　　　野村晶人、橋本勝利ほか

●後援
　白石市、自石市教育委員会

●お問い合わせ先　宙022－371－3955

　ウェルパフォーミングアーツマネジメント

図　　　　　≡…　　　　　謳
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図書館に来る小さな亡霊　ほか23話
泣き出したスピーカー　ほか22話
光る猫の目にねらわれる私　ほか23話
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フランス鉄道の旅　　　　　秋山満著

日本百名山　登山案内　山と渓谷社編

時代末（上）（下）　　　　　堺屋太一著

労働基準法がよくわかる事典

　　　　　　　星野健秀著
「くよくよするな」といわれても・・■

くよくよしてしまう人に　北西憲二著

足から元気になる本

　　　エディトルーム・カノン編
赤ちゃんが喜ぶ離・乳・食　大内美南著

体の中からきれいになる　野菜のおかず

　　　　　　　成美堂出版編
ウオーター・ガーデン

　　　　キャロル・スパイヤー著
海釣り宮城のベストポイント

　　　　　　　河北新報社編
はじめてつくるドールハウス

　　　　　　ブティック社編
舞台裏の喜劇人たち　　　　　林圭著

こどものアニメ＆映画音楽名曲集

　　　　　ドレミ楽譜出版社編
クマのプーさんの魔法の知恵

　　ジョン・T・ウィリアムス著
失踪者　　　　　　　　　　折原一著

猫の似づら絵師　　　　出久根達郎著

おのれ筑前、我敗れたり　南條範夫著
預言者ノストラダムス（上X下）藤本ひとみ著

新・学問のすすめ　　　西澤潤一著
文字の世界史ルイ・ジャン・カルヴェ著

はっけんずかん　むし　海野和男監修

N　H　Kやってみよう　なんでも実験2

「ミルクが変身1はいチーズ」盛口嚢監修

チャレンジ1環境クイズ王101

　　　　　　　横山験也著
アンパンマン　スーパー大図鑑

　　　　　　　ペグハウス編
みんなのからだ

　　マニングとグランストローム作
ざわざわ森のがんこちゃん　学校のお

ばけのなぞ　　　　　　末吉暁子文
きょうは母子ゲンカの日　高山栄子文

反則先生　　　　　　宇田川優子作
林屋木久蔵の子ども落語　その4
おもしろトンチ編　　　林屋木久蔵編

ぶたぬきくん　　　　　　　斉藤洋作

　　◆図書館利用案内◆
開館時間　　火～土曜日9時～｛7時

　　　　日曜日　　10時～絡時

4月の休館日

　5日、12日、19日、26日、29日、

30日（月末休館日）



楽しい子育て応援しますロ
‘ほっぷんちょ’会員募集1

　5月より開催する子育て支援学習

会「愛称・ほっぷんちょ」に継続し

て参加できる会員を募集します。

　「ほっぷんちょ」は、今まで「つ

くしひろば」と「わかば学級」の名

称で開催してきた2つの事業を合わ

せて、今年度より新たに開催するも

のです。

　会員になると、子育てについて専

門的な知識を持つ講師のお話が聞け

たり、質間ができる「子育てセミナ

ー」、子供と一緒に参加できる「ふ

れあいひろば」や「ふれあい教室」

に参加できます。

　お母さん、お父さん、おばあちゃ

ん、おじいちゃん、そのほか子育て

をしている方なら誰でも参加できま

す。「子育てセミナー」のときは、

託児をいたします。

●参加費　無料

（ただし、ふれあい教室などの行事

　には、材料代等実費負担）

1電気教室受講生募集

　クッキングヒーターを使って料理

をつくりませんか？

　東北電力白石営業所では、電気教

室の受講生を募集します。

●場所
　東北電力自石営業所内電気料理教

室および仙台グリーンプラザ、原町

火力発電所

●定員16名（先着順受付、定員
になり次第締め切ります）

●参加費　1人3，000円

（9回コース分材料代含む）

●お申し込み・お問い合わせ先

　4月28日（水）までに電話で東北

電力白石営業所お客さまサービス課

（盆26－1305：受付時問は平日9：00～

17100）にお申し込みください。

●場所
　白石市中央公民館講座室ほか

●時間10：00～12：00

（親子遠足のみ9：30～16：00の予定）

●対象と定員　就園前の子供を養育

している方50名

●日程
5／20・27、　6／10・24、　7／1　・　8、

8／19・26、　9／2　・30、　10／14・21、

11／4　・25、　12／9　。16、

来年1／13・27、2／3・17

●お申し込み　4月30日（金）まで

・白石市教育委員会社会教育課

　宙22－1343　または

・自石市中央公民館　薗24－5377

※定員になり次第、締め切ります。

愛称。騒っ麟んちょ9に◎喰電

この愛称は、“ホップ・ステップ・ジ

ャンプ”の「ほっぷ」とかわいらし

い言葉「ちょ」を合わせた造語です。

●期　日　　（長期コース）

土
寸日

①5／19

②6／9

③7／7

④9／8

⑤10／6

⑥1川0

⑦12／8

⑧2／16

⑨3／8

内　　容

料理教室

原町火力

発電所見学

七宝焼教室

料理教室

料理教室

料理教室

押し花教室

料理教室

記念講演

間土
寸

10：00～13：00

9：00～15：00

10：00～12100

9：00～13100

10：00～13：00

10100～13：00

10：00～12二〇〇

10：00～13：00

10：00～13：00

※①～⑨）は1つのコースですので、

1回のみの参加はできません。

◇働く婦人の家

薗25騨6593、面・圃25－5095

4月の休館日　5、11、19、25、29日

平成11母康窟期講座醐講弍麗健

●日時　4月17日（土）

　　　　13：20～15：30

●場所
　古典芸能伝承の館「碧水園」

●内容
・開講式

・特別講演会
　　た　　ヤれ
　「駄洒落や川柳で明るい人生を」

　講師　吉岡徹也氏

　　　（元東北放送アナウンサー）

※特別講演会については、どなたで

も参加できますので、皆様お誘い合

わせのうえ、お出かけください。

⇔片倉家中武家屋敷r旧小関家」

霞24－2162
『端午⑳飾旬展』⑳翻鋼らせ

●開催期間

　4月24日（土）～5月5日（水）

　9＝00～17：00

●共催
　（財）白石市文化体育振興財団

●内　容　宮城昭守氏による刀剣の

展示、五月人形の展示、笹巻の実演

と試食〔5月1日（土）10100～12；00〕

●入場料　通常の武家屋敷観覧料で

ご覧いただけます。

●お問い合わせ先　宙22－1343

　市教育委員会社会教育課文化財係

⇔弥治郎こけし村

翻26－3993

4月の休村日　14、28日
亀和好子コレクシヨン展②翻蜘らせ

青葉シリーズ

　（株）アリミノ様から市に寄贈いた

だいた、弥治郎系工人の懐かしい作

品を展示いたします。

　ぜひ、ご覧ください。

●日時　4月20日～5月31日
　〈4／28、　5／12・26日は休村日〉

白石市情報センター〔アテネ〕難羅。。．，ス。。含留笹票、．響馨盟、，日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薗22－1500　圃22－1502

●『パソコン論習会』開催②お知らせ●

　これまでに引き続き、パソコン講

習会を開催します。大変好評なため、

すぐに定員になってしまいます。お

早めにお申し込みください。

O会　場　自石市情報センター

　3階マルチメディアバザー

O対象となる方　白石市内在住者ま

たは市内に通勤、通学している方。

（利用者カードをお持ちの方）

○講習会の内容（初心者コース）

　「パソコンにさわったことがない」

「パソコンはあるんだけど、操作の

仕方がわからない」という方に、ア

テネの職員が講習します。料金は無

料です。

O日　時　木曜日

　昼コースが14＝00～15＝30

　夜コースが19：00～20：30

0定　員　各コース6名ずつ

Oスケジュール（昼・夜コース共通）

第13回　4月15日と4月22日

第14回　5月13日と5月20日

　第15回　 5月27日と6月3日

　第16回　6月10日と6月17日

○内　容　第1週目に、初歩的なパ

ソコンの使い方、Windows95の基本

操作を学びます。第2週目は、イン

ターネットで興味のあるホームペー

ジを見たり、探したりしてみます。

また、電子メール（E－mail）の使い方

も学びます。

O参加方法　4月10日（土）より予約

の受け付けを開始し、定員になり次

第締め切らさせていただきます。白

石市情報センター1階・事務室へ直

接お申し込みください。利用者カー

ドを確認させていただくため、電話

では受け付けいたしません。忘れず

に利用者カードをお持ちください。

　なお、お申し込みの際、どのくら

いパソコンを知っているかをお聞き

します。まったくさわったことがな

くても大丈夫ですので、安心してお

申し込みください。

●『メデイアラ｝ツク』からお鋼らせ●
新しいCD－ROMを35タイトル追加

しました。猫を育てるシミュレーショ

ンソフトや、将棋のソフト、俳句の

ソフトなど、お子さまからご年配の

方まで楽しめるソフトがたくさん入

りました。詳しいタイトルは、アテ

ネのホームページに掲載されていま

す。

●アデネ⑳ホームペー紗醐設●

　アテネのホームページが完成しま

した。このぺ一ジは職員がアテネに

あるパソコンを使って作成したもの

です。アテネキッズの方は、小さな

お子さんでも読みやすいようにひら

がなとカタカナを使い、文字も大き

く見やすくしました。スピーカーが

ついている機種で見ると、音も聞け

ます。どんどんアクセスしてくださ

い。ご自分でホームページをつくっ

てみたいという方は、3階のマルチ

メディアバザーで作成することがで

きます。

自石市情報センターのホームページURL

http：／／www．ci敏．shiroishi．miyagijp／

athens／

アテネキッズのホームページURL

http：／／www．ci取．shiroishi．血yagijp／

athens／kids／
　　　　　　↓
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4月の休館日

　　　14日（水）、28日（水）

平成11年度各教室のこ案内一4月6日から受付開始 1湯っくり、湯ったり温泉健康講座』受講生募集

☆水泳教室

・募集人数　各20名（第1クール）

・月曜日コース（10：30～11：30）

　5／10～
・火曜日コース（10＝30一一11：30）

　5／11～
・金曜日コース（10：30～11：30）

　5／7～
・送迎はスパッシュランドしろいし

　シャトルバスをご利用ください。

☆水泳教室（夜間の部～初級コース）

・募集人員　15名（第1クール）

・火曜日コース（18：30～19：30）

・送迎はいたしません

☆アクアビクス教室

・募集人数　各35名（第1クール）

・木曜日コース（10：30～11：30）

　5／6～
・送迎はスパッシュランドしろいし

　シャトルバスをご利用ください。

☆エアロビクス教室

・募集人数　各15名（第1クール）

・火曜日コース（18130～19：30）

　5／18～
（送迎はいたしません）

・土日翌日コース（15：00～16：00）

　5／1～
（送迎はスパッシュランドしろいし

　シャトルバスをご利用ください）

　スパッシュランドしろいしの温泉

を利用しながら楽しいひとときをお

過ごしください。

●受講期間　平成11年5月～平成12

年3月までの第3水曜日（4月・8
月除く）10回（時間10：30～14：30）

●定員70名

※お申し込み方法

　各教室（水泳・アクァビクス・エ

ァロビクス）、健康講座の受け付けは

4月6日（火）より開始します。受

講料（3，000円：施設利用料金、資料

代等）を添えて直接スパッシュラン

ドしろいしへお申し込みください。



輝いています。今のあなた
★

平成11年度臼石市奨学生募集

　市内に1年以上住んでいる方の子

弟で、高等学校以上の学校またはこ

れと同等の学校に在学する、学術優

秀、品行方正、心身ともに健全で、

経済的事由により学資の支弁の困難

な学生を対象に、奨学生を募集しま

す。

区分

大学生

短大生

高校生

募集人員

5人程度

3人程度

2人程度

貸付金額

月額25，000円

月額25，000円

月額15，000円

※募集人員は、応募状況により変更

　になる場合もあります。

●申請の手続ぎ　申請用紙（市教育

委員会にあります）に所定の事項を

記入し、学校長の推薦書、成績証明

書、在学証明書を添えて申請してく

ださい。

・提出期問

　4月1日（木）～4月30日（金）

・提出場所　白石市教育委員会

　　　　　管理課（市役所4階）

　なお、日本育英会等の奨学金を受

けている方はご遠慮ください。

●貸付金の償還

　貸付期間満了の6カ月後から月賦

均等償還により、貸付を受けた期問

の2倍に相当する期間内に償還しま

す。（繰り上げ償還もできます）

●お問い合わせ先

　白石市教育委員会管理課総務係

　露22－1341

1白石市スポーツ少年団団員募集1

　スポーツ少年団は、スポーツ活動

を通じての青少年の健全育成を目的

に全国に設置されています。

　スポーツ活動の練習、各種大会へ

の参加のほか、キャンプや研修、公

園の環境美化などに取り組んでいま

す。

●お問い合わせ先

　白石市スポーツ少年団本部事務局

　（白石市教育委員会内）

　宙22－1343

Nα 種 目

マ
了里

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

11

12

13

｛4

15

16
万
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白川少年野球クラブ 〃

越河少年野球クラブ 〃

大鷹沢少年野球クラブ 〃

福岡中学校 〃

大槻道場剣道 〃

白石第一小サンダーズ 〃

白石二小ウイングス 〃

大平サッカークラブ 〃

白石サッカー 〃

白石柔道 〃

白石空手道 〃

斎川空手道 〃

道手カ
エ白 〃

剛柔会深谷 〃

白石ソフトテニス 〃

連絡先（氏名・電話番号）

大槻　　敏
刀
口野吉

護柳青

富樫文雄
小倉　　徹

佐藤　　豊

半沢久夫
深田　由一

斎藤　　守

大槻　　勉

斎藤　　隆

佐藤祐弘
小関純一
佐藤芳徳
前島盛三
鈴木まり子

鈴木　　明

目下廣久

大槻清之
広瀬清明

24－5725
25－1673
25－9301
25－6744
25－9030
27－2938
28－2370
25－1643
26－2061
26－2505
26－2423
26－3441
25－8533
25－5657
25－3552
26－3622
25－5036
27－2108
0224－53－3292

25－0505

4

「詐’」

白石市民春まつり「人間ばん馬大会」

「米俵相撲大会」参加者募集

　恒例の白石市民春まつりでは、新

イベントとして「人問ばん馬大会」

「米俵相撲大会」を実施いたします。

　また「稚児行列」も例年どおり実

施しますので、皆さんの参加をお願

いいたします。

●春まつり日程5月3日（祝）

●申し込み締め切り　4月15日（木）

●イベント内容

O人間ばん馬大会（チーム対抗競技）

　1チーム5名で馬そりを引いての

　タイムレース

・部　門　大人（高校生以上）、

　　　　中学生、小学生

・優勝賞金　大人（20万円）、中学生、

　　　　　小学生（各5万円）

O米俵相撲大会（参加者女性のみ）

　米俵を土俵外に出せば、素晴らし

い賞品をプレゼント。参加賞も用意

しております。

●お申し込み先（商工観光課内）

　自石市民春まつり協議会事務局

　盆224321菊地まで

ふれあい看護体験
参加者募集’99

　「看護の日」が制定されて今年で

9周年になります。

　高齢化社会を迎え、知って得する

看護を体験してみませんか1

●日　時

　5月12日（水）9：30～16二〇〇

●場　所　公立刈田綜合病院

●内　容　見学と体験

●資　格　看護に関心を持つ方

●定　員　10名（男女を問わず）

●主　催　宮城県看護協会自石支部

●応募締め切り　4月19日（月）必着

●応募方法　住所、氏名、年齢、職

業、電話番号、服のサイズを明記の

うえ、ハガキでお申し込みください。

●応募・お問い合わせ先

　〒989－0291　白石市大手町2－1

　公立刈田綜合病院婦長室

　薗25－2145（内線）330

家庭介護者教室参加者募集

　家庭介護者に多くの知識や技術を

習得していただき、日常介護面での

悩みや問題などをご相談いただきな

がら、介護面での軽減を図ることを

目的とします。

●日　程

　5月29日　（土）　9：00～12：00

　6月26日　（土）9：00～12：00

　7月31日　（土）　9：00～12：00

　8月28日　（土）　9：00～15：00

　9月25日　（土）13：00～16：00

・10月第3週　　9：00～17：00

・10月30日（土）9：00～12100

・11月27日　（土）　9：00～12：00

・12月25日　（土）　9：00～12：00

　1月29日　（土）　9：00～12；00

　2月26日　（土）　9：00～12；00

　3月25日　（土）9：00～12＝00

「赤十字救急法救急員養成

講習会』受講生募集

　いざ！というときのために、心臓

マッサージや人工呼吸の方法などを

学びます。

●日時　5月22日（土）、23日（日）、

29日（土）〔30日（日）は希望者のみ〕

全日9：30～17：00

●場　所　白石市総合福祉センター

　　　　多目的室

●対象15歳以上で全日程とも出

席可能な方

●定員20人（先着順）

●参加料　1，500円（教材費）

●その他　昼食は各自用意願います。

全日程修了者には、「受講証」を交付

します。また、希望者には検定を実

施し、合格者には「救急法救急員認定

証」（有効期間3年）が後日交付さ

れます。

●申込期間　4月22日（木）から

　（定員に達し次第締め切ります。）

●お申し込み・お問い合わせ先

　日本赤十字社宮城県支部

　事業推進課　薗022－271－2251

　（平日8：30～17：10）

●内　容　介護の基礎知識、基本的

介護の技法、日常生活動作（ADL）の

援助技法、現場実習、老人の病気・

食事について、救命講習会、介護用

品展示、ツボ療法、施設見学など

●会　場　デイサービスセンター茶園

●費用約560円
　（食事代260円、調理実習代等）

●定員25名
（定員になり次第締め切ります）

●締め切り　5月20日

●交　通　白石市役所前　8145出発

で送迎します。

●お申し込み先

・自石市福祉事務所長寿福祉係

　面22－1400

・デイサービスセンター茶園

　宙25－0007

あなたがお持ちの生涯学習

情報をお寄せください

　宮城県生涯学習関係情報提供シス

テム「みやぎ学習の森ねっと」が自

石市でも稼働しております。

　このシステムは、県内の市町村を

コンピューター・ネットワークで結

んで、より新鮮な生涯学習に関する

情報を皆様に提供していくものです。

　探せる情報は、次の8つです。

①学習機会情報、②学習施設情報、

③団体・グループ情報、④講師・指

導者情報、⑤学習教材情報、⑥資格

情報、⑦イベント情報、⑧図書情報

（宮城県図書館所蔵の本など）

　今回お寄せいただきたい情報は、

学習機会情報とイベント情報（市町

村、公共的団体および民間主催の情

報）です。情報をお持ちの方は、下

記までお願いします。情報の提供も

しておりますので、どうぞご利用く

ださい。

●情報の登録と提供の窓口

　白石市教育委員会社会教育課

　宙22－1343

ヨーガサークル

会員募集

　美容と健康にヨーガをやってみま

せんか！

　ヨーガサークルでは、中央公民館

で毎週ヨーガを実施しておりますが、

今回、下記により会員を募集いたし

ます。

●日　時　毎週月曜日（月4回）

　　　　10：30～12：00

●会　場　白石市中央公民館

●講　師　日本健康協会専任講師

●募集人員　40名

●会　費　月額2，000円

●お申し込み先　臼石市東小路113

　渡辺知治　面25－2225

自衛隊一般幹部
候補生募集

●受付　4月7日～5月14日
●資　格　22歳以上26歳未満の男女

で大学卒業程度の学力を有する者

●試験5月29日（土）、パイロッ

ト要員は30日（日）も実施

●待遇初任給218，100円、ボーナ

ス年3回5．25カ月分、完全週休2日

制、衣・食・住＝無料

●お問い合わせ先

　自衛隊大河原募集事務所

　宙0224－53－2185

雇用促進住宅入居者募集

☆「鷹巣」宿舎

・鉄筋コンクリート5階建

　2棟64戸（2K）

・家賃12，900円～

●入居資格

　次のいずれにも該当する方です。

①雇用保険の被保険者（勤労者）

②毎月の収入額が家賃等の5倍以上

③同居する家族がいること

④連帯保証人がいること

●お問い合せ先

・白石公共職業安定所　宙25－3107

・宮城雇用促進センター

　薗022－257－2009



4月4日
内科　引地泌尿器科内科クllニック盧26・2823

外科　　刈　田　病　院宙25－2145

歯科　広瀬歯科医院面26－1871

4月11日

内科　塚本内科消化器科医院肉26・1026

外科刈田病院薗25－2145
歯科　　石川歯科医院（蔵王町）宙　32－2088

4月18日

内科柿崎医院密25－2210
外科　刈　田　病　院露25－2145

歯科　ごとう歯科医院薗24－2020

4月25日

内科亘理医院宙25－8501
外科加藤医院面26－2653
歯科　　千木良クリニック宙26－1131

4月29日

内科　三浦内科クリニック面25－6854

外科　堤　　医　　院宙25－1181

歯科　清原歯科医院宙25－1030

※都合により変更になる場合があり

　ます。

※休日当番薬局は健康カレンダーで。

市内の交通事故8／嶺器

事故発生件数
死亡者数
負傷者数

物損件数

45件（110件）
1人（　1人）
8人（15人）

38｛牛（　95｛牛）

■人口41，611人（前月比）一13人

　　　　　　　　　　　　　　帰2α443　婦21，168

■世帯数

　　　　　※住民基本台帳から
書12・9082月28日現在

　　　月1日から新たに公共下水道を使える

　　　ことになる地域について

　4月1日から公共下水道に接続で

きる区域は、下記表の地域にお住ま

いの皆様です。

　該当する皆様には、受益者負担金、

排水設備工事等の説明会開催に関す

る通知を差し上げますので、ぜひご

出席ください。

　公共下水道を使用できる地域にお

住まいの方々で、まだ水洗トイレに

改造をしていない方は、早い時期に

・冤＝　匿　　’　・＝3冨・＝’．

下水道に切り替え工事を済ませてく

ださい。

　なお、工事の依頼は、白石市公認

排水設備等工事業者に直接お申し込

み願います。

　今後とも、公共下水道事業にご理

解とご協力をお願いいたします。

●お問い合わせ先

　白石市下水道課　宙22－1327

o・’

字十王堂前の一部、字東大畑の一部、字大畑二番の一部、字銚子

ケ森の一部、八幡町の一部、字沢目の一部、旭町一丁目・三丁

目・五丁目の各一部、東町四丁目の一部、郡山字井戸・字鍋石

山・字北鹿野・字鹿野・字七屋敷・字中沢山・字平成・字観音

崎・字弥陀内の各一部、松ケ丘一丁目・松ケ丘二丁目の各一部、

福岡蔵本字下り川一番・字下館・字滝下・字樋ノロの各一部

乳幼児相談」の実施について

　白石市では、現在4カ月、6カ月、

1歳6カ月、2歳6カ月、3歳6カ
月と集団健診、相談を行っています

が、平成11年4月から、新たに就学

までの乳幼児を対象に育児相談を実

施することになりました。お気軽に

お越しください。

●対象
　乳児期から就学期までのお子さん

●場　所　白石市健康センター

　　　季川干しの

　　　お知らせ

　用水路の維持補修のための川干し

を行いますので、火の元に十分ご注

意ください。また、各ご家庭の周囲

の側溝や占用箇所の土砂上げなどに

ついて、ご協力お願いいたします。

●実施区域

　白石土地改良区管轄用水路全域

●実施期間

　4月10日（土）6：00

　～4月12日（月）17：00

　（3日間夜間を含む）

●お問い合わせ先

　臼石市建設課　宙22－1326

●内容身長、体重測定、保育の

　仕方、栄養相談など

　（母子手帳をご持参ください）

●受付9：30～10：00

●日　程　月1回、第1金曜日

　　　　（4月2日、5月7日）
※変更になる場合がありますので、

　健康カレンダーで確認のうえ、お

　いでください。

●お問い合わせ先

　白石市健康推進課　宙22－1362

南保育園オープン

　平成10年度に移転改築を進めてい

た南保育園がこのたび完成し、4月

1日より定員90名でオープンします。

　完成した保育園（宙26－2915）は

子育て支援センター（宙26－2586）

を併設し、建物は地形を利用したざ

ん新なものになっており、21世紀を

担う子どもたちにふさわしい夢がい

っぱい広がる保育園になってほしい

と思います。

この施設は、厚生年金・国民

年金積立金還元融資施設です。

市計画課からのお知らせ

」恩ぎ　一『一『塀
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◆益岡公園◆

　平成6年度から整備をしておりま

す益岡公園については、白石高校第

ニグラウンド前の約1haの敷地に、
あずまや

四阿、駐車場、テニスコート（人工芝）

2面が整備され、4月から市民の

方々の憩いの場として供用開始いた

しますので、ぜひご利用してくださ

い。

　公園内の花木については、白石城

の本丸内にマンサク、ウメなどをあ

らためて植栽し、また、西側駐車場

までの園路沿いには、アジサイ、キ

ンシバイ、ツツジ、ヒガンバナ、セ

イヨウシャクナゲなどを植栽してお

りますので、ぜひお立ち寄りいただ

き、四季折々の花木を眺めながら、

ゆったりとした憩いのときをお過ご

しください。

◆スパッシュランドパーク◆

　平成3年度から「スパッシュラン

ドしろいし」の対岸に整備をしてき

たスパッシュランドパークが、4月

からまた一部を開園いたします。

　昨年、市民の皆様にご好評をいた

だいたシバザクラをさらに増やして、

公園全体で約2，850㎡の敷地に12万5

千株の植栽をいたしましたので、見

ごろの4、5月ごろにお立ち寄りく

ださい。

　また、今回整備いたしました陽だ

まりの苑地の四阿の窓に、市内10校

の小学4年生を主として製作したス

テンドグラス72枚が「天」「中」「地」

の3つのテーマをもって飾られてい

ますので、ぜひ子供さんと一緒に見

学してください。

●お問い合わせ先

　白石市都市計画課　宙22－1325

各羅謙難財との関わりの

　現在、市内には約400カ所の埋蔵文

化財包蔵地（遺跡）が確認されてお

ります。

　もし、遺跡内または隣接地におい

て、開発行為（現状変更等、住宅建

築も含む）を計画、実施する際は、

文化財保護法により市教育委員会等

との事前協議などが必要です。

　なお、市内の遺跡地図、台帳等は

市教育委員会に備え付けてあります

ので、開発計画を立案する前にご参

照くださるようお願いいたします。

●お問い合わせ先

　白石市教育委員会社会教育課

　文化財係　宙22－1343

学懸轟羅さ儲さんへ
　市内小中学校の体育館、校庭、武

道館を利用しようとする団体は、使

用を始める前に教育委員会に登録し

なければなりません。市内に在住、

在勤、在学（必ず責任者として成人

が含まれていること）の会員10名以

上で登録してください。登録申請は、

利用しようとする学校へお願いしま

す。

●お問い合わせ先

　白石市教育委員会社会教育課

　宙22－1343

　　　上から

　　　おLしあげます

　生活基盤の整備や福祉事業のた

め、次の方々からご寄附をいただき

ました。紙上からお礼申し上げます。

日東ライフ㈱代表取締役　小杉健二

氏、佐藤強氏、加賀沼昌行氏、日販

商事㈱代表取締役社長　安藤好昭

氏、第二幼稚園保護者会会長　紺野

祐美子氏

　　　道等の整備の
　　　助成制度について

　私道の整備（舗装等）に必要な工

事費について、75％以内で助成しま

す。

●該当する道路

・幅員4m以上、延長35m以上

・一端が市道等に接していること

・私道等に5世帯以上が面している

　こと

●お問い合わせ先

　自石市建設課道路管理係

　宙22－1326

末木林所有者の皆さんへ

　森林法の一部改正に伴い、本年4

月1日から、立木を伐採しようとす

る場合の届出書（複数市町村に係る

場合を除く）や森林施業計画の認定

申請書の提出先が、都道府県から市

町村に変更になりました。

●お問い合わせ先

　自石市農林課林務係　盆22－1253

白石郵便局からのお知らせ

あなたも利用してみませんか

働郵優局⑳コミュニテイールーム働

白石郵便局窓ロロビーの奥に、コ

ミュニティールームがあり、市民の

皆さんもご利用いただくことができ

ます。

　絵や写真など、各種サークルや個

人の作品等の発表会や展示会にぜひ

ご利用ください。使用料は無料で、

展示用のパネルもお貸しします。

●お申し込み・お問い合わせ先

　白石郵便局総務課　面25－2741
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